
秋を彩る伝統の風景
甘草屋敷に広がる ころ柿のカーテン
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 塩山南児童センター　☎33-7900
 塩山北児童センター　☎33-7800
 東雲ふれあい親子館　☎44-3723

みんなでクリスマス工作をしましょう！
各館にてクリスマスの工作あそびを行います。ツリーやリースなど各
館で違う工作をしますので、三館すべてにお出かけしてみてはいかが
ですか。たくさんの親子のご参加をお待ちしています。

※お誕生日イベントも常時開催しています。（予約不要）
　各館で手形ができるので、お子さんの成長記録にぜひご利用ください。
　プレゼントも用意しています！12月お誕生日のお友だち、集まれ!!
※詳細は、各館にお問い合わせください。

期　　　　間　 12月8日（月）～19日（金）
開　館　時　間　午前9時30分～午後1時30分
※参加費無料。材料がなくなり次第終了です。
利　用　対　象　未就学の子どもとその保護者
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〒404-8501 山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　☎0553-32-2111　℻0553-32-1818　ホームページアドレス／https://www.city.koshu.yamanashi.jp　メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp
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人口  28,734人（-26）  男  13,889人（-11）  女  14,845人（-15）  世帯数  13,111世帯（+16）2025.11.1現在 （　）内は前月比
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人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業99年昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
広
告
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広
告

 観光商工課ワイン・商工振興担当　☎32-5091

 総務課 デジタル推進担当　☎32-2111（内線2391）

 市民課 市民協働推進担当　☎32-5583

　観光客の2次交通として使用されている。レンタサイクル「ぐるりん」
の使用料金を12月1日より改定します。

マイナポータル、e-Tax（イータックス）、の利用方法などを学べるスマホ教室です。
日時　12月12日（金） 1 午前9時30分～10時30分 2 午前11時～正午
内容　 1 マイナポータルを活用しよう
　　　 2 マイナンバーカードを健康保険証として利用しよう
会場　市役所本庁舎 2階 第二会議室
日時　12月15日（月） 1 午後１時30分～２時30分 2 午後3時～4時
内容　 1 マイナンバーカードを健康保険証として利用しよう、公金受取口座の登

録をしよう　 2 スマートフォンで確定申告（e-Tax）をしよう
会場　市役所本庁舎 1階 市民ギャラリー
講師　ソフトバンク(株)社員　　各回定員　3名程度
持ち物　スマートフォン、マイナンバーカード
右の二次元コードからお申し込みください。

要申込・無料

　この運動は、交通量の増加に伴う道路の渋滞や心理的な慌ただしさ、
飲酒の機会が増えるなど、様々な要因が重なり合って交通事故が発生
しやすくなる年末の時期において、県民一人ひとりに交通ルールの遵
守と正しい交通マナーの実践を促し、交通事故の防止を図ることを目
的としています。
　全国では、1日に7人もの尊い命が失われています。「守るのはマナー
と家族と君の明日」をスローガンに交通事故をなくしましょう。

レンタサイクル「ぐるりん」料金改定について

【スマホ教室】応用編（総務省デジタル活用支援推進事業）

令和7年度「年末の交通事故防止県民運動」実施中!

有
料
広
告

時間ごと 　最初の30分・利用30分超過ごと
現行 100円 ▶ 改定後 165円

1日券 　現行 1,010円 ▶ 改定後 1,650円
1.5日券 　現行 1,520円 ▶ 廃止
2日券 　新規 3,300円

子どもから大人までど
なたでもOK! 記念に素
敵なスマイルを掲載し
てみませんか？

甲州市に
あふれる笑

スマイル

顔
大募集！

みんなの

スマイル
s m i l e *

生まれてきてくれてありがとう！
仲良く元気に大きくなってね！

（三輪 梨津ちゃん、藍ちゃん・上粟生野）

 政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎32-5063

1212月月11日（月）～日（月）～3131日（水）日（水）実施期間

1 飲酒運転の根絶

2 高齢者の交通事故防止

3 夕暮れ時以降の早めのライト点灯と
　反射材用品着用の推進

重点目標



  甲州市民栄誉賞

　広く市民に敬愛され、社会に明るい希望を与
え、本市の名を高めた方および団体を表彰する
ものです。

『全国高等学校ハンドボール選抜大会』 優勝
間瀬　陽太（駿台甲府高校３年）
玉川　翔琉（駿台甲府高校３年）
佐藤　櫂斗（駿台甲府高校３年）
雨宮　弘典（駿台甲府高校３年）
富永　　浬（駿台甲府高校２年）
雨宮　柊真（駿台甲府高校２年）
雨宮　寛汰（駿台甲府高校２年）

『全国中学校ハンドボール大会』 ベスト８
塩山中学校女子ハンドボール部
 善行表彰

  善行表彰

　市民の模範となる行動をされた方および団体
を表彰するものです。
手塚　満男（上塩後）　地域活動
古屋　匡三（上岩崎）　地域活動
小川　利雄（藤井）　　地域活動
土橋　　功（藤井）　　地域活動

  感 謝 状

公共施設整備事業 等
深澤　朝房（東京都）
教育環境整備事業
故　古屋　　久（初鹿野）

神金小学校児童代表が憲章を朗読 コール・マミー塩山が市民の歌を斉唱

受賞者を代表して謝辞を述べる雨宮恒明氏 式辞を述べる鈴木市長

市民栄誉賞を授与された駿台甲府高校の皆さん 市民栄誉賞を授与された塩山中学校女子ハンドボール部
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　10月31日、市内の公立小
中学校では市制施行を記念し
て、学校給食でお赤飯やお祝
ゼリーが提供されました。
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萩
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市
）

　名
取
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）

二
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で
万
歳
三
唱
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令和7年度
甲州市職員採用試験［二次募集］
　市では令和8年4月採用の甲州市職員を募集します。今年度からテストセンター試験（基礎能力検査・事務能力
検査）を導入し、期間内であれば全国各地の会場で次の受験が可能になりました！

■ 試験日程および試験会場
1.筆記試験：テストセンター試験 令和8年1月6日（火）～15日（木）
　※全職種共通　試験会場：全国各地のテストセンター会場のうち受験者が選択する会場。

2.筆記試験：小論文（作文）
　面接試験:個別面接
　令和8年1月18日(日)午前9時30分～(受付時間:午前9時～9時20分)
　市役所本庁舎 2階 第一会議室 等
■ 試験科目
1.筆記試験：テストセンター試験（基礎能力検査、事務能力検査）
2.筆記試験・面接試験：小論文（作文） および個別面接を順次実施
■ 試験案内配布期間
12月1日（月）～19日（金）
※総務課人事・研修担当にて「職員採用試験案内」および「職員採用試験エントリーシート」を配布。
※郵送で試験案内等を請求。〔封筒の表に「職員採用試験案内等請求」と朱書きのうえ、140円切手を貼った返信用封筒（A4版が入る大きさ）を同

封し、総務課人事・研修担当宛に郵送〕
※市ホームページから試験案内等を取得。

■ 受験申込手続
12月1日（月）～19日（金）
※インターネットでの申し込み。〔「やまなしくらしねっと」（電子申請サービス）に登録し申請〕〔12月19日は午後5時まで〕
※詳細は配布する試験案内や、市ホームページをご確認ください。

◆郵送先・お問い合わせ
〒404-8501 甲州市塩山上於曽1085番地1　総務課 人事・研修担当　☎32-2111（内線2381・2382）

試験区分 試験職種
受験資格 採用

予定人数年齢要件 資格・免許要件

技術系職
専門的、技術的業務および
一般行政事務に従事します

建　築 平成2年4月2日
以降に生まれた方

次の①、②いずれかに該当する方
①大学（建築の専門課程を履修）を卒業（見

込みを含む）、またはこれと同程度の学力
を有する方

②建築士（1級または2級）の資格を有する方

若干名

資格・免許職等
専門業務および一般行政

事務に従事します

保健師

昭和57年4月2日
以降に生まれた方

保健師免許を有する方、または令和8年3月
31日までに資格取得見込みの方

若干名

社会福祉士
社会福祉士資格を有する方、または令和8年
3月31日までに資格取得見込みの方

若干名
精神保健福祉士

精神保健福祉士資格を有する方、または令
和8年3月31日までに資格取得見込みの方

■ 試験区分・試験職種・受験資格（年齢、資格・免許要件）・採用予定人数

甲州市議会議員一般選挙
結果報告

　甲州市議会議員一般選挙は、11月9日に市内16ヵ所で投票、同日市役所本庁舎で開票が行われ、17人（現職12人、
新人5人）が当選しました。

│投開票日│　令和7年11月9日（日）
│有権者数│　24,818人（男：11,906人／女：12,912人）
│投票者数（投票率）│　15,082人（60.77%）　男：7,178人（60.29%）／女：7,904人（61.21%）

有賀　公子 2
58歳　公現

（大和町初鹿野）

平塚　　悟 3
45歳　無現

（勝沼町勝沼）

土屋　憲一 1
66歳　無新

（塩山三日市場）

髙野　浩一 3
56歳　無現
（塩山千野）

佐藤　照幸 1
70歳　無新

（大和町鶴瀬）

青柳　好文 3
67歳　無現

（塩山上粟生野）

飯島　孝也 3
52歳　無現

（勝沼町下岩崎）

山賀　沙耶 1
44歳　無新
（塩山上萩原）

佐藤　浩美 2
68歳　共現

（勝沼町勝沼）

丸山　国一 6
70歳　無現

（塩山上於曽）

橋爪　孝裕 1
62歳　無新
（塩山藤木）

小林真理子 3
48歳　無現

（塩山上於曽）

渡邊　敬介 1
49歳　無新
（塩山上於曽）

荻原　哲也 2
58歳　れ現

（塩山小屋敷）

葊瀬　明弘 4
65歳　無現

（塩山下塩後）

高畑　一幸 4
61歳　無現

（塩山上於曽）

相澤　俊行 3
70歳　無現

（塩山三日市場）

掲載内容
氏名、当選回数、年齢、党派等（無：無所属、公：公明党、共：日本共産党、
れ：れいわ新選組）、（現：現職、新：新人）、住所　※年齢は12月1日現在

│甲州市議会議員の顔ぶれ│
当選された甲州市議会議員を紹介します（敬称略）。
※得票数により左から右に掲載。
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公共施設等の休館のご案内

公共施設等の休館日のご案内

年末年始の市民バス運休案内

年 末 年 始

全便運休
デマンドバス 12月30日（火）～1月4日（日）
甲州市（塩山・勝沼・大和）縦断線、
勝沼地域循環バス（ぶどうコース・ワインコース）、玉宮線※ 12月31日（水）～1月3日（土）

塩山市民病院線、下柚木線 12月31日（水）～1月4日（日）
塩山高校線　　 12月23日（火）～1月7日（水）

閉庁日の直前・直後は窓口が大変混雑します。時間に余裕を持ってご来庁ください。

年末年始の窓口閉庁日について　 12月27日（土）〜 1月4日（日）
•甲州市役所本庁舎　　☎32-2111
•勝沼支所　　　　　　☎44-1111
•大和支所　　　　　　☎48-2111

出生、婚姻、死亡等の戸籍の届出について
日直（市役所本庁舎のみ）がお預かりします。
なお、閉庁日に提出する予定がある場合は、届出の内容を事前確認することもできますので、ご
相談ください。
※戸籍届出に不備があった場合や、関連するお手続きがある場合は、開庁日に再度手続きが必要になる場合があります。

転入・転出等 住所や世帯の届出について
閉庁日は届け出できません。※マイナポータルを通じて、オンラインによる転出届・転入予約は利用できます。

各種証明書の発行について（戸籍･戸籍附票･住民票の写し･印鑑登録証明書）
•市役所本庁舎設置の証明書自動交付機
　12月27日（土）～1月4日（日）の間、終日停止します。
•コンビニ交付サービス
　12月30日（火）午後11時～1月5日（月）午前6時30分まで停止します。
•電話予約制の証明書交付サービス（住民票の写し･印鑑登録証明書のみ）
　平日開庁時間中に事前予約していただくと、閉庁日に市役所本庁舎で受け取ることができます。

一部運行（12月31日（水）～1月3日（土）の間、次の便のみ運行します）
大菩薩峠登山口線※ 二本木経由大菩薩の湯線※

塩山駅南口発 大菩薩峠登山口発 塩山駅南口発 大菩薩の湯発
9:30 10:00 13:00 13:30
11:20 11:57 - -
14:28 15:00 - -

※塩山市民病院から塩山駅南口の間は、日曜・祝日運休

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061

 山梨交通株式会社　☎33-3141

〇：利用できる日
×：休み・閉庁・閉館
△：利用時間等が制限される日

12月 １月
お問い合わせ先
（市外局番:0553）26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
文化施設・図書館

甲州市中央公民館（甲州市民文化会館） ○ ○ × × × × × × × × ☎32-1411
勝沼市民会館・勝沼防災センター ○ ○ × × × × × × × × ☎44-1111

シェアオフィス甲州
※12/28は15時まで、1/5は10時から利用可

○ ○ △ × × × × × × × ☎090-9123-5852

勝沼中央公民館 ○ ○ × × × × × × × × ☎44-2100
大和ふるさと会館・大和中央公民館 ○ ○ × × × × × × × × ☎48-2921

塩山図書館 ○ ○ × × × × × × × ×
☎32-1505

甘草屋敷子ども図書館 ○ ○ × × × × × × × ×
勝沼図書館 ○ ○ × × × × × × × ×

☎44-3746
大和図書館 ○ ○ × × × × × × × ×

※甲州市中央公民館（甲州市民文化会館）・勝沼中央公民館は1/5も休館

勝沼ぶどうの国文化館・旧田中銀行博物館 × ○ × × × × × × × × ☎32-5076
旧高野家住宅　甘草屋敷 ○ ○ × × × × × × × × ☎32-5076

宮光園 ○ ○ × × × × × × × × ☎44-0444
釈迦堂遺跡博物館 ○ ○ ○ × × × × × × × ☎47-3333

※ぶどうの国文化館・旧田中銀行博物館は1/9まで休館

体育施設
塩山総合グラウンド・塩山体育館・塩山ふれあい館 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ☎32-1116

塩山テニス場 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ☎32-1411
塩山B＆G海洋センター ○ ○ × × × × × × × × ☎32-1596

塩山上粟生野運動場・塩山上粟生野体育館 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ☎32-1116
勝沼中央公園グラウンド・勝沼体育館・

勝沼勤労者体育館・勝沼弓道場
○ ○ ○ × × × × × × ○ ☎44-2100

大和スポーツ公園・やまとの杜アリーナ・武田の郷
錬成館・大和初鹿野体育館・大和初鹿野運動場

○ ○ ○ × × × × × × ○ ☎48-2921

福祉施設
大藤診療所 ○ × × × × × × × × × ☎33-2649

塩山保健福祉センター ○ × × × × × × × × × ☎33-7811
勝沼病院

※12/29は午前中のみ診療 ※1/2は休日救急当番医
○ ○ ○ △ × × × 救急 × × ☎44-1166

勝沼健康福祉センター ○ ○ ○ × × × × × × ○ ☎44-1329
子育て支援施設

地域子育て支援施設 ○ × × × × × × × × × ☎32-5081
観光施設・温泉等

大菩薩の湯 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ☎32-4126
やまと天目山温泉 ○ × × × × × × × × ○ ☎48-2000
勝沼ぶどうの丘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎44-2111

日川渓谷レジャーセンター
※12/1～3/31まで冬季休業

× × × × × × × × × × ☎48-2455

道の駅甲斐大和
※売店は1/2、1/3は営業 ※手打そば処は休まず営業

○ × × × × × × △ △ ○ ☎48-2571

大日影トンネル遊歩道 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ☎32-5000
塩山駅前観光案内所 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ☎33-5958

勝沼ぶどう郷駅観光案内所 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ☎44-5622
環境施設

甲府・峡東クリーンセンター ○ ○ × ○ ○ × × × × × ☎055-266-7744
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令 和 6 年 度  決 算
　令和6年度の甲州市一般会計、特別会計、企業会計の各決算が、甲州市議会9月定例会で認定されました。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく令和6年度決算の財政健全化比率については11月号の広報に掲

載しましたが、今回は財政状況の公表に併せて、決算の概要についてお知らせします。福祉や教育、保健、産業の振興など

市民の皆さんの暮らしに最も関連し、まちづくりの基本となる一般会計の令和6年度決算の概要について、歳入は、前年度

比6億9,133万円（2.9%）増の248億9,342万8千円、歳出は、前

年度比6億4,145万3千円（2.8%）増の238億7,358万8千円、翌

年度へ繰り越すべき財源7,527万3千円を差し引いた実質収支

額は、9億4,456万7千円となりました。

一 般 会 計  歳入

　歳入では、市税のうち市民税は、社会経済活動が平常化してきた影響な
どにより法人は増となりましたが、個人は定額減税の影響で減、固定資産
税および都市計画税においても、家屋分の評価替えや地価下落などの影響
で減、全体では1億4,002万円（3.3%）の減、地方交付税は、追加交付額が前
年度より増加したことなどにより1億7,779万9千円（3.0%）の増、国庫支
出金は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、ワクチン接
種対策費負担金等の減、勝沼中学校大規模改造事業終了による学校施設環
境改善交付金の減などの減要因がありましたが、物価高騰に伴う市民およ
び事業者等への支援事業の実施、制度改正による児童手当の増などにより
8,979万2千円（3.5%）の増、県支出金は、JA塩山新共撰所の建設事業に係
る果樹産地施設等整備事業費補助金等の減や物価高騰の影響を受ける子
育て世帯への支援事業に係るやまなし子育て世帯生活支援特別給付金の
減などにより2億7,240万9千円（17.8%）の大幅な減、寄附金は、関係人口
拡大に向けた取組を強化したことに伴う、ふるさと納税寄附額の増加など
により5億9,775万3千円（16.2%）の大幅な増、繰入金は、前年度に引き続
き財政調整基金繰入はなかったものの、ふるさと支援基金繰入金の増など
により3,496万8千円（2.1%）の増、市債は、大日影トンネル遊歩道再開に
向けた補修事業や中学校再編に伴う中学校大規模改造事業の終了などに
より1,080万円（0.5%）の減となりました。

一 般 会 計  歳出

　歳出では、総務費は、財政調整基金積立金の増、ふるさと納税寄附金の取
組強化に伴う、ふるさと納税サイト使用料や関連委託料などの事務費の増、
ふるさと支援基金への積立金の増、電算システムリース料の増、庁舎別館解
体工事の実施による増、地方公共団体情報システム標準化に向けた対応業
務の増や人件費の増などにより10億8,525万9千円（16.1%）の大幅な増と
なり、民生費は、定額減税補足給付金事業や新たな物価高騰対策への給付金
事業の増、制度改正による児童手当の増、障害者自立支援給付費および障害
児通所給付費の増などにより1億7,469万9千円（3.2%）の増、衛生費は、新
型コロナワクチン接種事業費の減や甲州市地域医療体制整備支援業務の減
などにより7,250万5千円（4.6%）の減、農林水産業費は、JA塩山新共撰所建
設事業に係る果樹産地施設等整備事業費補助金、エネルギー価格高騰の影
響を受ける農業者に対する農業者等支援事業給付金給付事業の減などによ
り、3億3,576万6千円（31.6%）の大幅な減、商工費は、大日影トンネル遊歩
道再開に向けた補修工事の終了、チャレンジショップ整備事業の減、交流体
験施設維持管理委託料（指定管理料）の減などにより1億9,148万（26.1%）
の大幅な減となり、教育費は、中学校統合に伴うスクールバス購入費やス
クールバス乗降場設置工事、勝沼小学校の屋内運動場屋根防水工事や通級
教室開設工事の実施により2,971万円（1.6%）の増となりました。

一 般 会 計  歳 入

248億9,342万8千円

市税
41億27万1千円

地方交付税
61億2,167万1千円

国・県支出金
39億297万2千円

市債
20億9,409万円

地方譲与税・各種交付金
12億275万6千円

分担金及び負担金など
74億7,166万8千円

性 質 別 の 状 況

　歳出を性質別に見てみますと、人件費、扶助費および公
債費で構成される義務的経費は、前年度比3億5,744万1
千円増の97億9,124万6千円（地方債の借換え分を除くと
前年比3億4,054万1千円増）、普通建設事業費等で構成さ
れる投資的経費は、前年度比5億2,042万6千円減の14億
7,570万5千円となり、物件費、維持補修費等のその他の
経費は、積立金等の増が影響し、前年度比8億443万8千円
増の126億663万7千円となりました。
　また、令和6年度末の一般会計の市債現在高は、164億
7,863万1千円となり10億4,191万円減少しました。
  今後も自主財源の確保を図り、また、事務事業の見直し
などを行いながら経費の削減に努め、より水準の高い住
民サービスを提供できるよう努力していきます。

区　分 決算額
議会費 1億7,780万4千円
総務費 78億4,524万6千円
民生費 55億7,723万3千円
衛生費 15億2,042万9千円
労働費 1,806万7千円

農林水産業費 7億2,749万円
商工費 5億4,355万8千円
土木費 15億9,265万6千円
消防費 7億2,732万8千円
教育費 19億2,924万6千円
公債費 32億1,453万1千円
予備費 0円
合　計 238億7,358万8千円

性 質 別 決 算 状 況

人件費
29億7,047万8千円

扶助費
36億621万円

公債費
32億1,455万8千円

普通建設事業費
14億7,570万5千円

投資的経費 14億7,570万5千円
物件費 35億5,605万円

維持補修費
7,035万7千円

補助費等
45億8,787万5千円

積立金 31億8,307万4千円

投資及び出資金・
貸付金
1億2,000万円

繰出金
10億8,928万1千円

義務的経費
97億9,124万6千円

目 的 別 決 算 状 況

民生費
55億7,723万3千円

総務費
78億4,524万6千円

公債費
32億1,453万1千円

衛生費
15億2,042万9千円

土木費
15億9,265万6千円

教育費
19億2,924万6千円

消防費
7億2,732万8千円

商工費 5億4,355万8千円

農林水産業費
7億2,749万円

議会費 1億7,780万4千円

労働費 1,806万7千円

歳　入
区　分 決算額
市　税 41億27万1千円

地方譲与税 1億3,561万5千円
利子割交付金 166万3千円
配当割交付金 3,010万1千円

株式等譲渡所得割交付金 4,178万9千円
法人事業税交付金 6,051万4千円
地方消費税交付金 7億5,302万円

ゴルフ場利用税交付金 1,547万3千円
環境性能割交付金 1,825万2千円
地方特例交付金 1億4,420万円

地方交付税 61億2,167万1千円
交通安全対策特別交付金 212万9千円

分担金及び負担金 4,712万9千円
使用料及び手数料 1億6,091万1千円

国庫支出金 26億4,569万8千円
県支出金 12億5,727万4千円
財産収入 1,441万3千円
寄附金 42億9,203万3千円
繰入金 17億1,734万6千円
繰越金 9億6,996万3千円
諸収入 2億6,987万3千円
市　債 20億9,409万円
合　計 248億9,342万8千円

令 和 6 年 度 甲 州 市 一 般 会 計 決 算 額

歳 出 決 算 額 内 訳（ 目 的 別 ）

会計名 歳入総額 歳出総額
翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

国民健康保険事業 41億246万8千円 41億46万8千円 0円 200万円
診療所事業 6,112万3千円 6,078万3千円 0円 34万円
後期高齢者医療 7億1,268万7千円 7億953万9千円 0円 314万8千円
介護保険事業 38億3,687万2千円 37億8,042万9千円 0円 5,644万3千円
居宅介護予防支援事業 2,192万円 134万2千円 0円 2,057万8千円
大藤財産区 443万3千円 331万1千円 0円 112万2千円
神金財産区 755万5千円 580万6千円 0円 174万9千円
萩原山財産区 1,459万8千円 1,112万7千円 0円 347万1千円
竹森入財産区 204万8千円 43万円 0円 161万8千円
岩崎山保護財産区管理会 31万3千円 24万5千円 0円 6万8千円

令
和
6
年
度
甲
州
市
特
別
会
計
決
算
額

一 般 会 計  歳 出

238億7,358万8千円
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事業名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
水道事業 10億3,500万9千円 9億6,113万6千円 3億6,878万9千円 6億5,310万7千円
下水道事業 9億1,835万1千円 8億8,496万4千円 4億9,150万9千円 8億3,036万2千円
勝沼ぶどうの丘事業 7億9,468万5千円 7億8,038万1千円 0円 764万円
勝沼病院事業 2,332万6千円 2,329万1千円 854万5千円 2,580万1千円

※水道事業会計
・収益的収入支出および資本的収入支出には仮受仮払消費税およ
び地方消費税を含む。
・資本的収入不足額は当年度分消費税および地方消費税資本的収
支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補てんした。

※下水道事業会計
・収益的収入支出および資本的支出には仮受仮払消費税および地
方消費税を含む。
・資本的収入不足額は、過年度分損益勘定留保資金および当年度
分損益勘定留保資金で補てんした。

※勝沼ぶどうの丘事業会計
・収益的収入支出には消費税、仮受仮払消費税および地方消費税、
入湯税を含む。
・資本的収入不足額は当年度分消費税および地方消費税資本的収
支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補てんした。

※勝沼病院事業会計
・収益的支出および資本的支出には仮払消費税および地方消費税
を含む。
・資本的収入不足額は過年度分損益勘定留保資金で補てんした。　

令 和 6 年 度 甲 州 市 企 業 会 計 決 算 額

こうしゅう家の家計簿

収 入

　市の予算と家庭の家計では仕組みが違いますが、わか
りやすく例えるために、令和6年度一般会計の決算を家計
簿に置き換えてみました。

内　容 決算項目 金　額
こうしゅう家の年収 市税などの自主財源 500万円

親からの支援 国県支出金など 485万円

ローンの借入 市債 90万円

合　計 1,075万円

支 出
内　容 決算項目 金　額

食費 人件費 128万円

家族の医療費など 扶助費 156万円

家族への仕送り 繰出金 47万円

自宅の増改築や車の修理費など
投資的経費、維
持補修費

67万円

自治会やサークル活動の会費など 補助費、貸付金 203万円

光熱費、通信費など 物件費 154万円

ローンの返済 公債費 139万円

その他 積立金、予備費 138万円

合　計 1,032万円

水道事業
項　目 金　額
営業収益 1億9,176万5千円
営業外収益 2億643万4千円
営業費用 3億5,079万6千円
営業外費用 2,346万7千円

下水道事業
項　目 金　額
営業収益 8,612万円
営業外収益 3億6,662万5千円
営業費用 4億114万4千円
営業外費用 3,242万8千円

勝沼ぶどうの丘事業
項　目 金　額
営業収益 4億747万8千円
営業外収益 31万7千円
営業費用 3億6,407万6千円
営業外費用 0円

勝沼病院事業
項　目 金　額
医業収益 0円
医業外収益 5万9千円
医業費用 32万9千円
医業外費用 16万8千円

公営事業の経理の概況
（令和7年9月30日現在）

土 地 1,931,191㎡
建 物 183,750㎡
基 金 92億3,524万1千円
出 資 金 1億9,782万5千円

財産、基金および出資金の状況
（令和7年9月30日現在）

市税等の内訳 金　額
市民税（個人分） 16億4,199万7千円
市民税（法人分） 8,160万5千円
固定資産税 20億2,766万6千円
都市計画税 1億3,619万9千円
軽自動車税 1億5,800万7千円
市たばこ税 9,875万6千円
入 湯 税 813万1千円
国民健康保険税 10億3,709万1千円

住民負担の状況 （令和7年9月30日現在）
※令和7年度分として収入を見込んだ市税等の額

会計名 歳　入 歳　出 差引額
一般会計 103億5,878万9千円 82億5,401万5千円 21億477万4千円

国民健康保険事業 16億415万7千円 15億2,738万3千円 7,677万4千円
診療所事業 956万7千円 3,047万円 △2,090万3千円

後期高齢者医療 2億7,563万7千円 2億6,818万6千円 745万1千円
介護保険事業 16億8,214万1千円 16億2,242万8千円 5,971万3千円
大藤財産区 389万9千円 290万3千円 99万6千円
神金財産区 175万3千円 2万3千円 173万円
萩原山財産区 619万7千円 563万3千円 56万4千円
竹森入財産区 162万円 1万4千円 160万6千円

岩崎山保護財産区管理会 6万9千円 1万5千円 5万4千円

令和7年4月1日から9月30日までの会計別収支の状況 （令和7年9月30日現在）

※「△」はマイナスを表します

市　債 260億4,095万1千円

一時借入金 0円

市債および一時借入金の現在高
（令和7年9月30日現在）
※一般会計、特別会計、企業会計の合計

市 民 一 人 あ た り の …（人口 28,892人／令和7年4月1日現在）

市民一人あたりの税負担は･･･

141,917円

市民一人あたりの歳出決算額は･･･

826,303円

区　分 内　容 金　額
議 会 費 市議会の運営のために 6,154円
総 務 費 課税徴収・住民窓口・庁舎管理などのために 271,537円
民 生 費 高齢者・子育て支援・障害者などのために 193,037円
衛 生 費 健康診断・予防接種・環境衛生・ゴミ処理などのために 52,625円
労 働 費 勤労者福祉・高齢者の就労促進などのために 625円
農林水産業費 農林業の振興のために 25,180円
商 工 費 商工業や観光の振興のために 18,813円
土 木 費 道路や橋の整備・河川の改修・市営住宅などのために 55,124円
消 防 費 防災・消防団・常備消防のために 25,174円
教 育 費 義務教育・生涯学習・文化財保護・スポーツ振興などのために 66,774円
公 債 費 各種事業を実施した際の借入金の返済のために 111,260円

市民一人あたりの目的別経費の内訳は･･･

令 和 6 年 度  決 算

　地方自治法第243条の3ならびに「甲州市の財政状況の作成および公表に関する条例」に基づき、令和7年9月末
現在における本市の財政状況を公表します。

甲州市の財政状況の公表

 財政課 財政担当　☎32-5060
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甲州市デマンドバス
乗り方説明会のご案内
お誘い合わせてご参加ください!
　市内塩山地域では、「予約制の乗り合いバス」であるデマンドバスを運行しています。これまで運行開
始から、多くの皆様にご利用いただいていますが、その一方で「運行の仕組みや利用方法が分からない」、

「バス停はどこにあるの？」、「利用方法を教えてほしい」といった声が市に寄せられています。
　そこで、さらに多くの皆様にご利用いただくために、各区の地区公民館や集会所などを会場に「デマン
ドバス乗り方説明会」を開催します。

説明会では…
 甲州市デマンドバスってなに？
 乗り方が分からない。どうやって利用するの？
 どこで乗り降りできるの？

といった疑問などにお答えします。

○参加対象者　甲州市民の方（※中学生以下の方は対象外となります）

○すでにご登録いただいている方も、ぜひご参加ください。

○利用者登録には、電話番号が必要です。※携帯電話をお持ちの方は、ご持参ください

○説明会は１時間の予定です。

○説明会のながれ　こんなことを説明します！
1.デマンドバスとは
　・デマンドバスってどんな乗り物？　　・運行エリアや運行時間、運賃は？
　・停留所の目印は？

2.デマンドバスの乗り方
　・実際にデマンドバスを使うにはどうしたらいいの？
　・予約はどうやってとるの？　　・どこに停留所があるの？

3.質問コーナー ※皆さんのご質問にお答えします。

　・こんな時は利用できるの？　　・自分の家の近くの停留所が知りたい！ など

4.利用者登録（希望される方）
　・利用者登録票の記入（氏名、住所、電話番号など）
　・利用者登録カードのお渡し　　・利用者登録カードの活用方法

○説明会の日程および会場　所用時間は利用登録を含めて1時間の予定です。

日付（令和8年） 時　間 対象区 会　場

1月13日（火）
午前10時〜 上萩原下切 神金公民館
午後2時〜 上萩原上切下 仲組集会所

1月15日（木）
午前10時〜 上萩原上切上 上切上区集会所
午後2時〜 下小田原 下小田原集会所

1月16日（金） 午前10時〜 上小田原 上小田原地区集会所
1月19日（月） 午前10時〜 中萩原第一・中萩原第二・中萩原第三 大藤公民館

1月21日（水）
午前10時〜 上粟生野 上中集会所
午後2時〜 下粟生野 下粟生野区公会堂

1月23日（金）
午前10時〜 北牛奥 牛奥地区集会所
午後2時〜 熊野 熊野区集会所

1月26日（月）
午前10時〜 西広門田 西広門田区民会館
午後2時〜 花園 花園集会所

1月27日（火） 午前10時〜 上井尻・三日市場下 井尻公民館

1月29日（木）
午前10時〜 三日市場上 三日市場上区中組集会所
午後2時〜 小屋敷 松里公民館

1月30日（金）
午前10時〜 藤木 藤木区集会所
午後2時〜 下柚木 下柚木公会堂

2月2日（月）
午前10時〜 千野上 塩山北公民館
午後2時〜 千野下 塩山北公民館

2月4日（水）
午前10時〜 上東 上東区育心寮
午後2時〜 町屋 町屋区集会場

2月6日（金）
午前10時〜 上西 上西区集会所
午後2時〜 中央 中央区区民会館

2月9日（月）
午前10時〜 下東 塩山東公民館
午後2時〜 下中 市役所本庁舎 第一会議室

2月10日（火） 午前10時〜 下西・上塩後 塩山西公民館

2月13日（金）
午前10時〜 上塩後団地 上塩後団地集会場
午後2時〜 下塩後 下塩後区公会堂

2月16日（月）
午前10時〜 下於曽東 下於曽東区公会堂
午後2時〜 下於曽西 下於曽西区公会堂

2月18日（水）
午前10時〜 赤尾 赤尾第一集会所
午後2時〜 下萩原 下萩原果実組合（下萩原集会場）

2月19日（木） 午後2時〜 上竹森 玉宮公民館
2月20日（金） 午前10時〜 下竹森 下竹森就正館

2月24日（火）
午前10時〜 福生里 福生里区憩いの家
午後2時〜 平沢 法泉寺

　また、説明会の各会場では、「利用者登録の受付」も行います。当日ご登録いただいた方には、そ
の場で「利用者登録カード」をお渡しします（登録は無料です）。
　特に高齢者の方で「運転免許証を返納した方」、「返納を考えている方」など、これからの外出方
法を検討されている方のご参加をお待ちしています。

※お住いの区の日程でご都合が悪い場合は、他会場への参加も可能です。

 市民課 市民協働推進担当　☎32-5068

甲州市デマンドバス
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いきいきライフ通信

医療費の適正化に
ご協力をお願いします

医療費の適正化に
ご協力をお願いします

医療費の適正化に
ご協力をお願いします

整骨院・接骨院のかかり方整骨院・接骨院のかかり方

 健康増進課 保健事業担当　☎34-5436

近年、整骨院・接骨院は数も増え、医療費も前年比350万円増加の年間約1,600万円
となっています。（令和6年4月～令和7年3月請求分）
柔道整復師・鍼灸師などが施術を行う、はり・きゅう・マッサージなどは、医師が治療を行う診療
とは異なります。そのため、健康保険が適用される施術は一部のものに限られています。

①負傷原因を正確に伝えてください。
②病院での治療と重複はできません。
③施術が長期にわたる場合は、医師の診断を受けてください。
④療養費支給申請書は内容を確認し、原則自分で署名をしてください。
⑤領収証は必ずもらいましょう。

施術を受けるときの注意事項

令和7年9月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	 2億4,339万円（前年同月比	△145万円）
	 3万3,213円（前年同月比	+1,120円）

市の医療費全体
市の1人当たり医療費

すくすく学級 こころ『らくらく子育てのコツ』のお知らせすくすく学級 こころ『らくらく子育てのコツ』のお知らせ

 健康増進課 健康づくり担当　☎33-7812

 健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎32-5014

　市では、保護者のみなさんを対象に、「すくすく学級」を開催しています。子育てカウンセラーの川邉修作先生と一緒に、
子育てのことを気軽にお話ししてみませんか？

これまで学級へ参加された保護者からは、
・人見知り・後追いはどう乗り切ればいい？　　　　・上の子が赤ちゃん返りをして困っています…
・危ないことをしたとき、赤ちゃんにどう伝える？　・パパが忙しくて赤ちゃんと関われない。工夫できることはある？
・YouTubeやスマホ、テレビとどう付き合えばいい？

　などの子育てについての悩み相談がありました。
　赤ちゃんはまだ言葉で自分の気持ちが伝えられない分、保護者の方の不安や戸惑いも大きくなりがちです。
　そんな悩みに寄り添いながら、川邉先生が赤ちゃんの気持ちや行動の理由をやさしく解説し、日々の子育てに活かせる
アドバイスをわかりやすくお伝えします。

インフルエンザを予防しましょうインフルエンザを予防しましょう

　冬季はインフルエンザ（季節性）が流行しやすい季節です。
　流行を防ぐためには、原因となるウイルスを体内に侵入させないことや周囲にうつさないようにすることが重要です。
　インフルエンザの感染を広げないために、以下のようなことを心がけましょう。

●日程／場所	 1令和8年1月9日（金）／こすもす・こども館（たんぽぽこども園）
	 2令和8年3月25日（水）／のびのびチビッコひろば（祝ふれあい親子館）
●時　間	 午前10時30分〜11時30分（午前10時15分受付開始）
●講　師	 子育てカウンセラー	川邉	修作	先生
●予　約	 右の二次元コードからお申し込みください

お申し込みはコチラ

一人ひとりの心がけが、地域全体の健康を守ることにつながります。
体調に気を配りながら予防対策を続けていきましょう。

予防接種のご相談はかかりつけ医、または下記までご連絡ください。

1 感染経路を断つ
1こまめに手洗いをしましょう。
2症状がある方は咳エチケットを心がけま
しょう。マスクやハンカチを使い、飛沫を
防ぎましょう。

2 換気をする
換気扇をつけたり窓を開けたりする
ことでこまめに換気をしましょう。

3 免疫力を高める 
普段から十分な睡眠とバランスの良
い食事を心がけ、免疫力を高めておき
ましょう。

4 予防接種を受ける
発症する可能性を減らし、もし発症し
ても重い症状になるのを防ぎます。

健康保険が使えない場合健康保険が使えない場合

日常生活の疲れな
どからくる肩こり

症状の改善が見ら
れない長期の施術

加齢による
体の不具合

スポーツによる
筋肉疲労・筋肉痛

病気による
こりや痛み

労災保険の対象となる
仕事中・通勤途中のケガ

など

健康保険が使える場合健康保険が使える場合

打　撲 ねんざ 挫　傷
※肉離れ等

骨折・脱臼
※応急手当以外は医師の同意が必要

○荷物運びで腰を痛めた　○階段で足首をひねった　○スポーツで足を骨折した　など

例えばこんな時…
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『通いの場』で仲間と気楽に楽しく、
元気で長生き！

高齢者の助っ人

取材を終えての感想は、「楽しんで活動されている方々は皆さん“若々しい”!!」でした。

▼『通いの場』補助金については、介護支援課（☎34-5434）までお問い合わせください。

補助金を活用して活動されている7団体を取材しました！　

　市では、高齢者の方々の多様な興味・関心に合わせた『通いの場』を支援するため、令和7年4月か
ら「甲州市高齢者等通いの場整備及び運営支援補助金」事業を開始しました。

身近な仲間と身近な場所で、自分たちが「楽しい」「通い続けたい」と思う活動を始めてみませんか？

「週1回以上の他者との交流」や「地域で役割をもつこと」は、心身の健康や介護予防に効果
があるといわれています。

愛友会
活動場所 	 柏原神社（下萩原地区）	※雨天、変更あり
活動内容 	 ラジオ体操、茶話会
活動日時 	 毎月15日	午前9時～10時30分
問合せ先 	 菊島	勲	☎33-3573

下塩後の集いの場
活動場所 	 下塩後公会堂（下塩後地区）
活動内容 	 体操教室、勉強会
活動日時 	 第3火曜日	午後1時30分～3時
問合せ先 	 宮崎	博信	☎080-5421-3942

上塩後長寿グランドゴルフ集いの場
活動場所 	 鈴宮神社（上塩後地区）	※雨天、変更あり
活動内容 	 グランドゴルフ、体操
活動日時 	 第2・第4	火曜日
	 午前8時30分～(冬:午前9時～)
問合せ先 	 手塚	満男	☎090-1603-8556

踊石健康麻雀倶楽部
活動場所 	 踊石集会所（神金地区）
活動内容 	 健康麻雀教室
活動日時 	 第2・4土曜日	午後1時～5時
問合せ先 	 中村	政一	☎090-9399-4933

神金囲碁の会
活動場所 	 神金公民館（神金地区）
活動内容 	 囲碁、レクレーション、茶話会
活動日時 	 毎月5・15・25日（5のつく日）
	 午後1時～4時
問合せ先 	 廣瀬	博	☎32-1840

健幸隊くまの
活動場所 	 熊野集会所（奥野田地区）
活動内容 	 ストレッチ体操
活動日時 	 第2水曜日	午後1時30分～3時
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活動内容 	 体操など
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年齢を超えた世代間交流ができる場。	
楽しみプラス、認知症予防でダブルの効果！

月3回、皆と会って話ができること
が楽しみ。考えるので頭にも良い。

体を動かす良いきっかけになる
場。是非お気軽にご参加ください。

初心者大歓迎!

初心者大歓迎!

ここに来て体を動かせること、
笑顔になれることが嬉しい。

近場で集まれるのも良い。

とにかく楽しいのがここの良いとこ
ろ！	先生が楽しく笑いが絶えない。

ざっくばらんにくつろげる場。

見知らぬ地域に引っ越してきましたが、
ここを教えてもらい地域の方と知り合
えました。ここに通うのが楽しみです。

毎回話題を変えて楽しく活動してい
ます。お気軽に遊びに来てください。

皆で元気に生きていけるよう、
楽しく活動していきたいです。
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　外来年間合算制度は、年間を通して長期に外来療養を受けている方の負担が増えないよう、1年間を通じて月
の外来の自己負担額を合算し、上限額を超えた金額を「高額療養費外来年間合算」として支給するものです。

　令和6年8月1日～令和7年7月31日までの1年間で、自己負担が「一般」「低所得者Ⅱ」「低所得者Ⅰ」（令和7年7
月31日時点）のうち、外来の自己負担額が14万4,000円を超えた方。
※月ごとの高額療養費として支給された金額は自己負担額から差し引いて計算されます。

対象者

　令和7年12月診療分は今回発送する医療費のお知らせには記載されず、1年後の令和9年1月下旬に発
送する医療費のお知らせに記載されます。
　そのため、医療費控除の申告手続きを行う場合は、令和7年12月診療分は領収書が必要となりますの
で、必ず保管してください。

重要

〇国民健康保険加入の方
　市から12月中旬頃に申請書を送付
〇後期高齢者医療加入の方
山梨県後期高齢者医療広域連合から12月上旬頃に申請書を送付（計算期間中を通じて月間の高額療養費で口
座の登録をされている方には送付しません）

支給対象になる方には申請のご案内を送付します。勧奨通知発送

※後期高齢者医療加入の方で、すでに高額療養費の申請で口座登録をされている方には登録口座に継続支給されます（支給のお知ら
せは12月上旬頃発送予定です）。
※対象期間中に転入転出（後期高齢者医療保険加入の方は、県をまたいだ転入転出）や他保険の加入歴のある方は、「自己負担額証明
書」が必要になる場合があります。詳細はお問い合わせください。

申請書を提出した方には申請口座に支給されます。支給方法

70歳以上の方の「高額療養費外来年間合算」について

　75歳以上の方の医療費のお知らせを令和8年1月下旬に発送します。

後期高齢者医療制度に加入している皆さまへ
「後期高齢者に係る医療費のお知らせ」を発送します

〈 申請書提出先・お問い合わせ先 〉　市民課 国保・年金担当　☎32-2111（内線1021、1022、1023）

 市民課 国保・年金担当　☎32-2111（内線1021、1022、1023）
山梨県後期高齢者医療広域連合　☎055-236-5671 福祉総合支援課 相談支援担当　☎32-0285

発送時期 記載される診療月 発送方式

令和8年1月下旬 令和6年12月～令和7年11月 封書にて発送（普通郵便）

令和７年度医療費のお知らせ

※医療費控除の申告に使用する際の利便性向上のため、令和７年１月～１１月の自己負担額の合計等が記載されています。

1
日 時 　毎週水曜日（午後7時まで）および12月14日（日）午後1時～5時
場 所 　市役所本庁舎 1階 市民課

・手続きの内容：マイナンバーカードの申請、交付、更新、暗証番号の再設定
・予約方法：希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。

夜間・休日窓口のご案内夜間・休日窓口のご案内 予約制  〈平日・日中の来庁が難しい方向け〉

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061

2
　市職員が訪問し、顔写真の撮影と申請を無料でサポートします。ご希望の場合は、電話等でご相談くださ
い。申請時に本人確認等の必要な条件を満たせば、できたカードを本人限定受取郵便でご自宅へ郵送します。

団体向け  企業・学校・サークル等のご希望の場所で申請をサポート ※原則5名以上

対象者  甲州市民であればどなたでも
個人向け  個人宅や入院先等で申請をサポート
対象者

1  75歳以上で外出が困難な方　　 2  乳幼児（0～6歳までの未就学児）   　
3  障害者手帳等をお持ちの方     4  介護保険の要介護・要支援認定を受けている方 等 

訪問日時 
1  月～金曜日（祝日を除く）午前9時30分～午後4時30分
2  休日開庁日（12月14日）午後1時～4時 
※病気や身体の障害等のやむを得ない理由により本人の来庁が難しい場合は、できたカードを行政書士が代理で受領し本人にお渡しするサー

ビスも行っています。（ご利用には条件があります。）

マイナンバーカード出張申請サポートの注意事項
・甲州市民で申請日から約2ヵ月以内に転出予定がない方が対象です。
・希望日の1週間前までに電話で予約をお願いします。
・当日は申請者本人が訪問場所にいてください。
・身体を動かすことが困難な方は、介助者等の同席をお願いします。
※詳細は、お問い合わせください。

『マイナンバーカード出張申請サポート』について『マイナンバーカード出張申請サポート』について 予約制

マイナンバーカードに
関するお知らせ

T h e  S o c i a l  S e c u r i t y  a n d  T a x  N u m b e r  S y s t e m

　平成16年6月の障害者基本法の改正により、国民の間に広く障害者の福祉について関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経
済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として設定されています。

✿ 「障害者週間」とは？ ✿

毎年1212月33日～99日は「障害者週間障害者週間」です！
～障害のある人とない人が相互に人格と個性を尊重し、支え合う共生社会の実現を目指して～

　私たちの社会には、子どもや高齢者、健康な人や病気を抱えた人、障害のある人やない人など、様々な人たちが暮らしています。誰も
が分け隔てられることなく、地域のなかで生き生きと自分らしく暮らしていくためには、皆さん一人ひとりの理解や配慮が必要です。
また、日常生活において、身近な人たちとのつながりや支えあいが何よりも重要となります。
　この機会に一人ひとりが普段の生活のなかで、できる配慮や工夫について考え、障害がある人もない人もお互いが理解し合い、ともに
生きる社会を目指しましょう。

✿ 一人ひとりができること ✿

知っていますか、障害者週間
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します！

　10月19日、甲州市中央防災広場「塩むすび」などを会場に第20回甲州市およっちょい祭りが開催されました。ステージ
では、市内の保育園児による「ちびっこステージ」や中学生による「音楽の祭典」などが行われ、どの団体もお祭りを大いに
盛り上げていました。また、およっちょい上棟式では多くの人が集まり、市役所東側駐車場では各種団体が多数模擬店を
出店し、市民総参加のイベントは大いに賑わいました。

にぎわいと交流が広がる秋の一日　第20回甲州市およっちょい祭り

　11月1日、市制施行20周年を記念し、甲州市民文化会館ホールで「小林幸子ライブステージ」が開催されました。昼と夜
の2部制で行われ、いずれも会場は満員となりました。ライブステージの中では代名詞とも言えるステージいっぱいの巨
大衣装や代表曲「おもひで酒」、AI技術を使用した演出などが披露され、訪れた人たちはその歌声に魅了されていました。
20年の節目を華やかに彩る公演となりました。

“ラスボス”が20周年を彩る　小林幸子さん圧巻のライブステージ

　10月25、26日、旧大和中学校を会場に、勝沼・大和地域
の小学校の６年生50名が参加し、勝沼・大和少年ジャン
ボリーを実施しました。初めて会った人とテント設営、
野外炊事などを行うことで仲間づくりの大切さや何事も
やってみるという積極性を学びました。同世代の子ども
達の心温まる交流が見られた２日間でした。

勝沼・大和少年ジャンボリー
5つの小学校の6年生が1泊2日の冒険

　市選挙管理委員会は甲州市議会議員一般選挙における
投票率向上を目的に、投票済証のデザインを塩山高校書
道部・美術部・写真部に依頼し、10月31日、そのお披露目
がされました。投票済証は２種類あり、生徒が心を込め
て制作した投票済証は期日前投票を含む市内の投票所で
配布されました。

選挙への関心度向上を目指す
塩山高校生が投票済証をデザイン 

　11月2日、市内の代表的な山々を駆ける「第9回甲州ア
ルプスオートルートチャレンジ」が開催されました。市
内外から多くのランナーが参加し、富士山を望む稜線や
原生林を含むコースに挑戦しました。厳しいコースを力
強く走り抜くランナーの姿に熱い歓声が送られていまし
た。

甲州の雄大な山で健脚を競う
甲州アルプスオートルートチャレンジ

　11月3日、山梨県産の新酒ワイン「山梨ヌーボー」の解
禁を記念した新酒ワインまつりを開催し、県内外から多
くのワインファンが訪れました。ゲストに甲州市観光大
使の辰巳琢郎さんを迎えトークショーを行うなど多彩な
催しも行われ、新酒ワインの味と香りを堪能する一日と
なりました。

山梨ヌーボー解禁！
新酒ワインまつりを開催

　10月24日、祝小学校において、リーディングDXスクー
ル公開授業が行われました。児童たちは自分の端末に考
えや意見を入力し、それを教員やほかの児童と共有して
話し合いを進めていく授業などが行われました。ICTを
教育に取り入れることで、議論や対話をさらに探求する
ことができるということを実践していました。

ICTを学びに取り入れる
祝小学校でDX授業を開催

　10月25日、「ヴェスタ甲州　稲作体験事業」で新米の
試食会を実施し、田植え、稲刈りを行った16組32名が参
加しました。試食の前には塩山式手ばかりの説明が行わ
れ、食事の目安量についても学びました。自分で収穫し
たお米を自ら食べることで、食の大切さや収穫の喜びを
感じる貴重な機会となりました。

自分で収穫したお米を味わう
ヴェスタ甲州 稲作体験事業 試食会
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 税務課 収納担当　☎32-5074

お忘れにならないようご注意ください。
※口座振替の方は、12月25日（木）に振替えますので、前日
までに残高をご確認ください。
※納税相談を税務課収納担当窓口にて随時行っています。

1212月月2525日（木）日（木）が納期限です。

固定資産税・都市計画税第3期・
国民健康保険税第6期の納期限について

　11月3日、塩山下小田原上条が平成27年に国の重要伝
統的建造物群保存地区に選定され今年で10周年となっ
たことを記念して、記念式典が開催されました。式典で
は、笛吹高校のすいれき太鼓の演奏が披露されたほか上
条集落の見学会やダイコン掘り体験なども行われ、10周
年の節目を祝いました。

貴重な養蚕文化の風景をいつまでも
上条集落重要伝統的建造物群
保存地区選定10周年 　11月15日～26日に日本で開催されたデフリンピック

およびデフスポーツの機運醸成を図るため、全国を巡回
しているキャラバンカーが11月5日、本市を訪れました。
デフリンピックとは聴覚に障害のある方のスポーツ大会
であり、キャラバンカーの応援に集まった方たちに手話
での応援の仕方を紹介していました。

デフリンピックの認知度向上を目指す
キャラバンカーが甲州市を訪問

　11月6日、塩山ふれあい館で「第19回甲州こどもフェ
スタ」が開催され、80組を超える親子が参加しました。
会場では、子育て相談、健康チェック、遊びの体験コー
ナーなど多彩な催しが行われ、親子で楽しみながら学び
を深める貴重な機会となりました。

親子のふれあいを深めるひととき
第19回甲州こどもフェスタ

　地域の特産品である「ころ柿」について学ぶことを目的
に11月5日と7日、松里小学校と井尻小学校でころ柿集会
が開催されました。児童たちはJAフルーツ山梨の職員の
方などから指導を受け、真剣な表情で皮をむき、紐かけな
どの作業を進めました。

受け継がれる地域の歴史と伝統
ころ柿集会

　市選挙管理委員会は、甲州市議会議員一般選挙の移動期日前投票所を11月4日に塩山高校へ、11月3日、5日にいちやま
マート塩山店に設置しました。放課後や買い物の機会に合わせて投票できる体制を整えることで、投票機会の拡充と利
便性向上を図り、投票率の向上につながる取り組みとなりました。

甲州市議会議員一般選挙　塩山高校、商業施設へ移動期日前投票所を設置お
知
ら
せ

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の
お
願
い

◎ 

相
続
人
代
表
者
の
届
出
は
お
早
め
に

 

固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
を
基
準
日
と

し
、
毎
年
１
月
１
日
時
点
の
固
定
資
産

（
土
地・家
屋
等
）の
所
有
者
宛
に
通
知
等

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、固
定

資
産（
土
地・家
屋
等
）の
所
有
者
が
亡
く

な
ら
れ
た
場
合
、来
年
度
の
通
知
の
送
付

先
の
確
認
の
た
め
、相
続
登
記
の
手
続
き

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、相
続
人
代
表
者

指
定
届
の
ご
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
書
類
が
届
き
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

家
屋
を
新
築（
増
築
）さ
れ
た
皆
様
へ

 

令
和
７
年
１
月
２
日
か
ら
令
和
８
年
１

月
１
日
ま
で
に
家
屋
を
新
築（
増
築
）さ

れ
た
方
に
は
、順
次
評
価
額
算
出
の
た
め

家
屋
調
査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
日
は
事
前
に
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。（
調
査
は
お
お
む
ね

１
時
間
程
度
か
か
り
ま
す
。）

◎ 

家
屋
を
滅
失
さ
れ
た
皆
様
へ

 

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、そ
の
年
内
中
に
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
届
出
の
あ
っ
た
家
屋
は
、現

地
調
査・
確
認
の
上
、
翌
年
度
か
ら
取
り

壊
し
部
分
が
課
税
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

◎ 

太
陽
光
発
電
設
備
を
お
持
ち
の
方
へ

 

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
場
合
、償

却
資
産
の
課
税
対
象
と
な
り
、固
定
資
産

税
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次

の
基
準
に
よ
り
償
却
資
産
に
該
当
し
た

場
合
は
、毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
償
却
資

産
の
所
有
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

● 

太
陽
光
発
電
設
備
の
償
却
資
産

太
陽
光
パ
ネ
ル
、
架
台（
レ
ー
ル
）、
接

続
ユ
ニ
ッ
ト
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
、表
示
ユ
ニ
ッ
ト
、電
力
量
計
等（
工

事
費
等
も
含
み
ま
す
。）

※ 

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
架
台
を
屋
根
材
と
し

て
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、家
屋
に
含
ま

れ
る
た
め
、申
告
は
不
要
で
す
。

 

申
告
区
分

法
人・個
人
事
業
主
は
、売
電・自
家
消
費

に
関
わ
ら
ず
、
償
却
資
産
の
対
象
と
な

り
、
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
個
人

（
住
宅
用
）も
、10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
を
売

電
す
る
場
合
は
、償
却
資
産
の
対
象
と
な

り
、申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎ 

固
定
資
産
税
、都
市
計
画
税
の
減
免
に
つ

い
て

 

納
税
者
や
課
税
対
象
に
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。（
生
活
保
護
を
受
け
る

者
が
所
有
す
る
固
定
資
産
、
災
害・
火
災

の
被
害
を
受
け
た
固
定
資
産
等
。）

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

税
務
課 

資
産
税
担
当

☎
32
‐
５
０
６
５

「
交
通
災
害
共
済
」の
募
集
は

令
和
７
年
度
で
最
終
と
な
り
ま
す

 

交
通
事
故
に
よ
る
け
が
や
死
亡
に
対
し
、

見
舞
金
を
支
給
す
る
制
度
と
し
て
、昭
和

44
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
交
通
災
害
共

済
事
業
は
、民
間
保
険
の
充
実
や
加
入
者

の
減
少
に
よ
り
、令
和
７
年
度
の
募
集
を

最
後
に
廃
止
し
ま
す
。

な
お
、共
済
に
加
入
し
て
い
る
期
間
中
に

発
生
し
た
交
通
事
故
は
、こ
れ
ま
で
ど
お

り
、見
舞
金
を
請
求
で
き
ま
す
。

請
求
期
間
は
交
通
災
害
が
発
生
し
た
日

の
翌
日
か
ら
２
年
以
内
で
す
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
12
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
て

 

令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族（
生
ま

れ
て
い
た
方
）で
、

① 

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
者

② 

戦
没
者
等
の
子

※ 

戦
没
者
の
子
に
限
り
、胎
児
の
場
合
も
含

み
ま
す
。

③ 

戦
没
者
等
の
父
母
、孫
、祖
父
母
、兄
弟
姉

妹
※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、順
番
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

④ 

右
記
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親

等
内
の
親
族（
甥
、姪
な
ど
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

に
限
り
ま
す
。

● 

支
給
内
容
　
額
面
27
万
５
千
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債

● 

請
求
期
間
　
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

※ 

期
限
を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

国
債
の
お
渡
し
は
、請
求
し
て
か
ら
１
年

ほ
ど
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課

重
層
的
支
援・地
域
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
２
７

お
知
ら
せ

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o n

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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　平日に臨時特急「かいじ70号（塩山発5：54）」が運行されています。臨時特急「かいじ70号」は新宿駅・東京駅に８時
前に到着するため、山梨エリアからの通勤・通学やおでかけが一層便利になります。

［8時前には東京着!］ 臨時特急「かいじ70号」で通勤・通学・おでかけにゆとりを！

運 転 日 	 12月1日（月）～令和8年2月27日（金）までの毎平日運転（年末年始除く）
	 【12月】 1日～5日、8日～12日、15日～19日、22日～26日、29日
	 【1月】 5日～9日、13日～16日、19日～23日、26日～30日
	 【2月】 2日～6日、9日、10日、12日、13日、16日～20日、24日～27日
列 車 名 	 かいじ70号（甲府発～東京行	E353系9両	全車指定席	）
時 間 	 甲府発（5：40）	→	石和温泉発（5：45）	→	山梨市発（5：50）	→	
	 塩山発（5：54）	→	大月発（6：16）	→	八王子着（6：47）	→	
	 立川着（6：58）	→	新宿着（7：29）	→	東京着（7：45）
※詳しくは、JR	東日本ホームページにてご確認ください。

釈迦堂遺跡博物館だより

　
笛
吹
市・
甲
州
市
内
の
小
学
生
を
中
心

に
募
集
し
た
、お
お
む
か
し
の
人
の
絵
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
２
１
３
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
自

由
な
発
想
で
描
い
た
お
お
む
か
し
の
人
た

ち
が
、い
き
い
き
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

※
作
品
展
の
み
の
観
覧
は
無
料
で
す
。

　
当
館
広
場
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
開

館
時
間
内
で
あ
れ
ば
、自
由
に
ご
見
学
が

可
能
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
12
月
29
日
～
1
月
5
日
ま
で
、年
末
年

始
休
館
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
6
日（
火
）

は
休
館
日
に
あ
た
る
た
め
、年
明
け
は
7

日（
水
）か
ら
通
常
通
り
開
館
し
ま
す
。

● 

開
館
時
間

　 

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　 （
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

● 

休
館
日
　
火
曜
日

● 

入
館
料

　 

一
般
4
0
0
円

　 

小
中
高
生
2
0
0
円

※
市
内
に
居
住
す
る
小
中
学
生
と
保
護
者

ま
た
は
引
率
者
1
名
は
無
料（
通
年
）

 

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　 

☎
0
5
5
3
‐
47
‐
3
3
3
3

　

 

shakado@eps4.comlink.ne.jp

『
お
お
む
か
し
の
人
の
絵
作
品
展
』

『
縄
文
体
験
住
居
』

『
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ
』

〇
会
期
　
12
月
8
日（
月
）ま
で

〇
会
場
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
　
　
　
展
望
ロ
ビ
ー

〇
期
間
　

3
月
上
旬
ご
ろ
ま
で

〇
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館 

屋
外
広
場

男
女
共
同
参
画
川
柳
の
作
品
を

募
集
し
ま
す

	

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で

は
、
今
年
度
の「
男
女
で
環
に
な
り
笑
顔

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
合
わ
せ
て
、男
女
共

同
参
画
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●	

テ
ー
マ
　「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

見
た
防
災
～
誰
も
が
助
け
合
え
る
社
会

へ
～
」

●	

応
募
資
格
　
市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の

方
●	

応
募
方
法

①	

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
専
用
フ
ォ
ー
ム
に

必
要
な
情
報
を
入
力
の
上
、ご
応
募
く
だ

さ
い
。

②	

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、持

参
、
郵
便
ま
た
は
F
A
X
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

③	

自
由
様
式
に
必
要
事
項（
川
柳
、氏
名
、年

齢
、住
所・連
絡
先
）を
記
入
の
上
、持
参
、

郵
便（
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１
　
甲
州
市

塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１
）F
A
X

ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●	

応
募
締
切
　
12
月
19
日（
金
）午
後
５
時

必
着

●	

表
彰・
展
示
　
応
募
い
た
だ
い
た
作
品

は
、令
和
８
年
２
月
８
日（
日
）に
開
催
す

る「
男
女
で
環
に
な
り
笑
顔
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
」で
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
作
品

を
決
定
し
、結
果
は
入
賞
者
本
人
に
直
接

通
知
す
る
と
と
も
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日

に
表
彰
し
ま
す
。

●	

作
品
の
取
扱
い

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
事
業

	

山
梨
県
内
に
居
住
し
、令
和
７
年
度
分
の

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
方（
軽
自
動
車
の
場
合
に

あ
っ
て
は
令
和
8
年
度
か
ら
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
方
を
含
む
。）、も
し

く
は「
リ
ー
ス
自
動
車
に
よ
る
心
身
障
害

者
自
動
車
燃
料
費
助
成
に
係
る
要
領
」に

お
い
て
助
成
対
象
車
両
と
定
め
て
い
る

自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
方
で
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
心
身
障
害
者
ま
た

は
当
該
心
身
障
害
者
と
生
計
を
一
に
し

て
い
る
方
。

	

身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が
1
級

ま
た
は
２
級

	

療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
A
‐
１
、

A
‐
２
a
、A
‐
２
b
ま
た
は
A
‐
３

	

戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
害
の
程
度
が

特
別
項
症
、第
１
項
症
ま
た
は
第
２
項
症

◎ 

助
成
対
象
と
な
る
期
間・燃
料

令
和
７
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で

に
、税
の
減
免
を
受
け
た
自
動
車
ま
た
は

軽
自
動
車
も
し
く
は「
リ
ー
ス
自
動
車
に

よ
る
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成

に
係
る
要
領
」に
規
定
さ
れ
る
助
成
対
象

車
両
に
な
っ
た
自
動
車
ま
た
は
軽
自
動

車
で
、
消
費
す
る
た
め
購
入
し
た
燃
料

（
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
、
ガ
ソ
リ
ン
は
40

円
、軽
油
は
18
円
）。

※	

期
間
の
途
中
で
新
た
に
減
免
の
手
続
き

を
し
た
場
合
は
、手
続
き
を
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
が
対
象
期
間
で
す
。

※	

車
の
乗
換
え
を
行
っ
た
場
合
に
は
、助
成

対
象
期
間
に
中
断
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◎ 

請
求
書
受
付
期
間
お
よ
び
方
法

　	

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、著

作
権・
使
用
権
等
は
当
委
員
会
に
帰
属

し
、広
報
こ
う
し
ゅ
う
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、チ
ラ
シ
等
に
掲
載
し
、今
後
の
推
進・

啓
発
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●	

注
意
事
項

	

応
募
は
１
人
３
点
ま
で
で
す
。

	

公
序
良
俗
に
反
す
る
、特
定
の
人
物
の
人

格
を
否
定・侮
辱
し
て
い
る
、	

プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
害
し
て
い
る
と
判
断
し
た
作
品

の
展
示
は
行
い
ま
せ
ん
。

	

自
作・未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

	

応
募
多
数
の
場
合
は
、す
べ
て
を
展
示
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

	
氏
名
等
の
個
人
情
報
は
、本
事
業
の
実
施

の
み
に
使
用
し
、他
の
目
的
に
は
一
切
使

用
し
ま
せ
ん
。

 

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
事

務
局（
市
民
課
市
民
協
働
推
進
担
当
内
）

☎
32
‐
５
０
６
８

32
‐
３
０
７
２

shim
in@

city.koshu.lg.jp

申
込
不
要

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
の
ご
本
人

と
そ
の
家
族
、高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

ご
家
族
、ま
た
は
地
域
の
方
な
ど
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
、集
え
る
場
所
で
す
。

飲
み
物
を
片
手
に
お
互
い
に
情
報
交
換

や
交
流
を
し
た
り
、認
知
症
に
詳
し
い
専

門
職
ス
タ
ッ
フ
に
、認
知
症
の
こ
と
や
介

護
の
こ
と
、日
々
の
生
活
で
心
配
な
こ
と

な
ど
を
相
談
し
た
り
し
な
が
ら
、ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ

●	

会
場
で
の
受
付

 

東
山
梨
合
同
庁
舎	

１
０
１
会
議
室

 

令
和
８
年
１
月
９
日（
金
）、13
日（
火
）、

14
日（
水
）

 

笛
吹
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

会
議
室・研
修
室

	

令
和
８
年
１
月
22
日（
木
）、30
日（
金
）

 

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

●	

峡
東
保
健
所
で
の
受
付

 

12
月
８
日（
月
）～
令
和
８
年
２
月
６

（
金
）（
会
場
受
付
日
、
土
･
日
･
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

※	

健
康
面
に
不
安
が
あ
る
方
は
、郵
送
に
よ

る
申
請
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※	

受
付
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※	

郵
送
に
よ
る
受
付
期
間
は
12
月
８
日

（
月
）～
令
和
８
年
２
月
６
日（
金
）消
印

有
効
と
な
り
ま
す
。

※	

の
コ
ピ
ー（
請
求
書
、
領
収
書
お
よ
び

購
入
量
計
算
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
に

つ
い
て
は
原
本
）を
必
ず
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

※	

郵
便
料
金
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
受

領
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、申
請
書
類
の
不

備
が
あ
る
場
合
も
、受
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

※	

「
提
出
前
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」を
活
用
し

て
、提
出
書
類
の
不
足
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

①
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
請
求
書
、②
宛
名
に
請
求
者
氏
名

が
記
載
さ
れ
た
領
収
書
お
よ
び
購
入
量

計
算
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
③
身
体
障

害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳

の
い
ず
れ
か（「
減
免
申
請
済
」の
押
印
が

あ
る
も
の
）④
印
鑑
、車
検
証（
自
動
車
車

ん
か
。

 

12
月
11
日（
木
）（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館	

２
階	

第
３
会
議
室

	

１
０
０
円（
飲
み
物・お
菓
子
代
）

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

社
会
福
祉
法
人
光
風
会 

光
風
園

☎
33
‐
７
５
１
１

「
甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
」主

催
イ
ベ
ン
ト
の
賛
助
募
集
に
つ
い
て

 

「
甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
」で
は
、

市
の
観
光
業・
商
工
業
の
継
続
的
発
展

の
た
め
、各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
年
末
に
は
、「
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ

ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」と「
花
火
打
ち
上

げ
」、来
年
春
に
は「
こ
う
し
ゅ
う
桜
フ
ェ

ス
タ
」を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
市
内
外

の
多
く
の
皆
様
に
甲
州
市
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
各
イ
ベ
ン
ト
内

容
の
開
催
趣
旨
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、賛

助
い
た
だ
け
る
企
業・団
体
を
募
っ
て
い

ま
す
。

※	

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
事
務
局

（
観
光
商
工
課
内
）

☎
32
‐
５
０
９
１

検
証
記
録
事
項
が
交
付
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、「
自
動
車
車
検
証
記
録
事
項
」）お

よ
び
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳
⑤
減
免

決
定
通
知（
身
体
障
害
者
手
帳
等
に
減
免

の
ス
タ
ン
プ
が
押
印
さ
れ
て
い
る
場
合

は
不
要
）

●	

リ
ー
ス
自
動
車
の
方
の
持
ち
物

１	

①
～
④
の
書
類

２	

自
動
車
燃
料
費
助
成
要
件
証
明
書（
本
人

運
転
を
除
く
）

３	

自
動
車
リ
ー
ス
契
約
書

４	

助
成
対
象
車
両
の
直
近
の
リ
ー
ス
料
金

の
支
払
い
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
書
類

５	

運
転
免
許
証（
本
人
運
転
の
み
）

６	

誓
約
書（
本
人
運
転
の
み
）

●	

申
請
書
類
の
配
布
等

請
求
書
お
よ
び
添
付
書
類
等
は
、
山
梨

市・
笛
吹
市・
甲
州
市
の
障
害
福
祉
担
当

課
窓
口
ま
た
は
峡
東
保
健
所
福
祉
課
窓

口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
峡
東

保
健
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

※	

受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場
合

は
、助
成
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

※	

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※	

郵
送
に
よ
る
申
請
は
申
請
書
類
を
峡
東

保
健
所
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

 

峡
東
保
健
所 

福
祉
課

☎
20
‐
２
７
５
０

20
‐
２
７
５
４

〒
４
０
５
‐
０
０
０
３

山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
‐
１

東
山
梨
合
同
庁
舎

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

25 24令和 7 年 1 2 月広 報 こうしゅう



ご予約はこちら

有
料
広
告

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 

輸
血
用
血
液
に
は
、有
効
期
限
が
あ
り
ま

す
。
血
液
が
使
わ
れ
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

12
月
12
日（
金
）

 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
45
分

午
後
１
時
～
３
時
30
分

 

市
役
所
本
庁
舎 

東
側
駐
車
場

● 

当
日
服
用
し
て
い
て
も
献
血
可
能
な
対

処
薬

ビ
タ
ミ
ン
剤・血
圧
の
薬・花
粉
症
の
薬・

胃
腸
薬・
高
脂
血
症
治
療
薬・
ア
レ
ル

ギ
ー
薬・高
尿
酸
血
症
治
療
薬

※ 

献
血
の
可
否
は
、当
日
に
検
診
医
が
最
終

的
な
判
断
を
行
い
ま
す
。

● 

次
の
方
は
献
血
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

体
調
の
悪
い
方
、３
日
間
以
内
に
出
血
を

伴
う
歯
科
治
療（
抜
歯
、歯
石
除
去
等
）を

受
け
た
方
、４
週
間
以
内
に
海
外
か
ら
帰

国（
入
国
）し
た
方
、
輸
血（
自
己
血
を
除

く
）や
臓
器
の
移
植
を
受
け
た
方
、６
ヵ

月
間
に
出
産
、流
産
を
し
た
方
、妊
娠
中
、

授
乳
中
の
方
、24
時
間
以
内
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
方

● 

お
願
い

 

予
約
献
血
を
す
る
と
受
付
が
ス
ム
ー
ズ

と
な
り
予
約
特
典
が
貰
え
ま
す
。
献
血

W
e
b
サ
ー
ビ
ス「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」か
ら

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

献
血
希
望
日
時
の
３
時
間
前
ま
で
ご
予

約
が
可
能
で
す
。

※ 

献
血
手
帳
ま
た
は
献
血
カ
ー
ド
の
新
規

発
行
お
よ
び
更
新
は
、令
和
８
年
１
月
４

予
約
不
要
・
無 

料

12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設

 

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
、児
童
虐
待
、ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
人
権
に
関
わ
る
相
談
等
を
人

権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 

12
月
４
日（
木
）

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

要
予
約

無
料
法
律
相
談

 

12
月
15
日（
月
）

 

午
後
１
時
30
分
～
５
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

● 

定
員
　
７
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※ 

12
月
５
日（
金
）午
前
８
時
30
分
～
12
月

12
日（
金
）午
後
５
時
15
分
の
間
に
電
話

（
土
･
日
･
祝
日
を
除
く
）で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

※ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、ご
利
用
は
原
則
、年
度
内
１

人
１
回
限
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

日（
日
）を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

ラ
ブ
ラ
ッ
ド
ア
プ
リ
へ
の
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

初
め
て
献
血
を
さ
れ
る
方
や
献
血
カ
ー

ド
を
忘
れ
た
方
は
、本
人
確
認
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他

 

健
幸
ポ
イ
ン
ト
こ
う
し
ゅ
う（
※
１
）の

対
象
で
す
。
献
血
で
10
ポ
イ
ン
ト
も
ら

え
ま
す
。

※
１ 

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
50
ポ
イ
ン

ト
貯
め
る
と
５
０
０
円
券
と
交
換
で
き

ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
広
報
６
月
号
８
ペ
ー
ジ
、９
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

● 
主
催
　
甲
州
市
、

塩
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

● 
協
力
　
甲
州
市
赤
十
字
奉
仕
団

 

健
康
増
進
課 

健
康
企
画・地
域
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

精
神
障
害
者
家
族
会

甲
州
市
し
ゃ
く
な
げ
会
の
ご
案
内

 

甲
州
市
し
ゃ
く
な
げ
会
で
は
、ご
家
族
同

士
が
交
流
で
き
る
場
を
定
期
的
に
設
け

て
い
ま
す
。
同
じ
思
い
の
ご
家
族
と
話

を
し
て
、少
し
の
間
、ほ
っ
と
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談

 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

12
月
12
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談

 

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
電
話
詐
欺
や
架
空
請
求
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

甲
州
市
民
、山
梨
市
民

◎ 

甲
州
市
会
場

 

12
月
３
日（
水
）／
10
日（
水
）／

17
日（
水
）／
24
日（
水
）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

相
談
室（
市
民
課
内
）

◎ 

山
梨
市
会
場

 

12
月
２
日（
火
）／
11
日（
木
）／

16
日（
火
）／
26
日（
金
）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

山
梨
市
役
所

◎ 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

や
ま
な
し
K
A
I
T
E
K
I
住
宅
の

建
築・取
得
に
係
る
費
用
補
助
に
つ
い
て

 

県
が
定
め
る
住
宅
基
準
を
満
た
し
た「
や

ま
な
し
K
A
I
T
E
K
I
住
宅
」を
建

築・
取
得
し
た
場
合
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

● 

対
象
住
宅

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
住
宅

1 

市
内
に
存
す
る
や
ま
な
し
K
A
I
T
E
K
I

住
宅
認
定
制
度
の
認
定
住
宅

2 

県
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業
者（
建
築

工
事
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
）が
建

築
工
事
を
施
工
し
た
認
定
住
宅

 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

1 

自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
に
補
助
対

象
住
宅
を
建
築
ま
た
は
取
得
し
た
方

2 

当
補
助
金
の
交
付
申
請
日
に
お
い
て
、補

助
対
象
住
宅
の
所
在
地
に
住
所
登
録
が

あ
る
方

3 

市
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

4 

や
ま
な
し
K
A
I
T
E
K
I
住
宅
認
定

通
知
書
の
通
知
日
か
ら
起
算
し
て
６
ヵ

月
以
内
に
当
補
助
金
の
交
付
申
請
を
行

う
方

※ 

補
助
金
額
や
利
用
条
件
等
、詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

建
設
課 

住
宅
担
当

☎
32
‐
５
０
７
１

 

甲
府
市
役
所
本
庁
舎 

４
階

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

 

山
梨
市 

商
工
労
政
課 

商
工
労
政
担
当

☎
22
‐
１
１
１
１

 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
５
３
０
９

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談

 

年
金
、
福
祉
、
登
記
事
務
、
道
路
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
、国・県
等
の
業
務
等
、行
政
に

関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機

会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

12
月
19
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー 

２
階 

会
議
室
A

 

甲
州
市
民

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談

 

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

12
月
19
日（
金
）　

 

午
後
１
時
30
分
～

 

市
役
所
本
庁
舎

 

11
月
18
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

相

　談

要
予
約

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

 

市
内
に
お
い
て
空
き
家
や
今
後
空
き
家

に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
物
件
を
所

有
し
て
い
る
方
で
甲
州
市
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
を
利
用
し
て
空
き
家
の
活
用
、売

却
、処
分
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
相
談
会
で
す
。
市
の

担
当
者
と
不
動
産
の
専
門
家
が
対
応
い

た
し
ま
す
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
し
た
相

談
も
可
能
で
す
。

 

12
月
10
日（
水
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
２
会
議
室

 

市
内
で
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
、今

後
空
き
家
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

状
態
に
あ
る
も
の
の
所
有
者
、
管
理
者
、

相
続
予
定
者（
業
者
は
除
く
）

● 

定
員
　
４
組（
先
着
順
）１
組
40
分
ま
で

 

相
談
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
、納
税
通
知

書
、空
き
家
の
写
真・登
記
簿
、建
築
関
係

書
類
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
ま
す
。

 

12
月
８
日（
月
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
二

次
元
コ
ー
ド
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

 

政
策
秘
書
課 

地
域
未
来
戦
略
担
当

☎
32
‐
５
０
３
７

 
介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

 

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
を
配
置
し
て
お
り
、助
言
や

情
報
提
供
、関
係
者
間
の
調
整
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

相

　談

相

　談

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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要
予
約
・
無 

料

あ
ん
し
ん
相
談

 

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、心
の
悩
み
や
不
安
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

随
時（
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
相
談
は
、精
神
科
医
等
の
医
療
機
関

の
紹
介
を
目
的
と
し
た
相
談
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

要
予
約

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会

 

司
法
書
士
が
、
相
続
や
会
社
関
係
の
登

記
、土
地・建
物
の
名
義
変
更
、遺
言
、成

年
後
見
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

12
月
19
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

街
の
駅
や
ま
な
し

※ 

相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内
。

※ 

書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
行
い
ま
せ

ん
。

※ 

初
め
て
の
ご
相
談
に
限
り
ま
す
。

 

山
梨
県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

要
申
込
・
無 

料

一
之
瀬
高
橋
の
春
駒
が「
民
俗
芸
能
と

農
村
生
活
を
考
え
る
会
」に
出
演
し
ま
す

 

山
梨
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る「
一
之
瀬
高
橋
の
春
駒
」を
公
演

し
ま
す
。
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※ 

「
民
俗
芸
能
と
農
村
生
活
を
考
え
る
会
」

は
、
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

「
農
村
」に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
鑑
賞
し
、

そ
の
背
景
に
あ
る
地
域
の
暮
ら
し
を
知

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※ 

本
会
に
参
加
す
る
た
め
、令
和
８
年
１
月

は
、旧
高
野
家
住
宅（
甘
草
屋
敷
）で
の
春

駒
公
演
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

 

令
和
８
年
１
月
31
日（
土
）

 

午
後
１
時
～（
正
午
受
付
開
始
）

 

日
本
教
育
会
館 

一
ツ
橋
ホ
ー
ル（
東
京

都
千
代
田
区
一
ツ
橋
２
‐
６
‐
２
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
、F
A
X
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ

シ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

主
催
　（
一
社
）全
国
農
協
観
光
協
会

 （
一
社
）全
国
農
協
観
光
協
会

総
務
部
調
査
研
究
課「
考
え
る
会
」係

☎
03
‐
５
２
９
７
‐
０
３
２
１

03
‐
５
２
９
７
‐
０
２
６
０

要
予
約

事
業
承
継
に
関
す
る
個
別
無
料
相
談

 

山
梨
県
事
業
承
継・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
専
門
員
が
、
事
業
承
継
に
つ
い

て
、個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
）

 

12
月
８
日（
月
）、22
日（
月
）

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
う
ち
１
時
間

 

事
業
承
継
の
進
め
方
が
分
か
ら
な
い
方
、

後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
方
、事
業
を
引

き
継
い
で
く
れ
る
会
社
を
探
し
た
い
方
、

後
継
者
が
い
な
い
の
で
工
場
や
設
備
を

売
却・貸
し
た
い
方

 
市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
会
議
室
Ｂ

 
会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

 
各
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。（「
甲
州
市
の
個
別
相

談
」と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。）

 

山
梨
県
事
業
承
継・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
１
８
３
０

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

要
申
込
・
無 

料

こ
う
し
ゅ
う
こ
ど
も
食
堂
を

開
催
し
ま
す

 

待
ち
遠
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
！
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
、
お
い
し
い
ご
は
ん
を
食
べ

よ
う
！
ぜ
ひ
き
ょ
う
だ
い
や
お
友
達
を

誘
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
送
迎
車
も

あ
り
ま
す
。

 

12
月
25
日（
木
）

 

午
前
11
時
～
午
後
２
時（
予
定
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

３
階 

第
２
研
修
室

 

市
内
在
住
の
小・中
学
生

　 （
親
子
で
の
参
加
可
）

● 

定
員
　
20
組（
先
着
順
）

 

12
月
18
日（
木
）ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
申
し
込
み
の

際
に
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
対
応
が

難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
34
‐
８
１
９
５

34
‐
９
２
７
０

chiiki@
koshushishakyo.or.jp

予
約
不
要
・
無 

料

こ
ど
も
家
庭
相
談

 

こ
ど
も・子
育
て
全
般
や
、児
童
虐
待
防

止
等
、家
庭
に
関
す
る
様
々
な
困
り
ご
と

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

こ
ど
も
に
対
し
て
の
不
適
切
な
対
応
は
、

こ
ど
も
の
身
体
の
成
長
や
脳
の
発
達
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。「
虐
待
か
も
」と

思
っ
た
ら
、こ
ど
も
を
救
う
た
め
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。「
あ
な
た
」の
勇
気
が
、こ

ど
も
を
守
る
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

※ 

連
絡
者
の
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。
匿
名

で
の
連
絡
も
可
能
で
す
。

 

随
時

 

子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
家
庭
相
談
担
当

☎
33
‐
２
２
０
３
　

32
‐
５
０
７
９

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

 

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど

 

12
月
18
日（
木
）

 

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

　 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時

 
山
梨
市
役
所

 
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の（
年
金
手

帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
等
）を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場

合
は
、委
任
状
と
代
理
人
の
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

甲
府
年
金
事
務
所

　 

☎
0
5
5
‐
2
5
2
‐
1
4
3
1

イ
ベ
ン
ト

要
予
約

第
19
回

ま
ほ
ろ
ば
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

 

第
１
部
は
、
プ
ロ
が
奏
で
る
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
の
ピ
ア
ノ
の
響
き
。
第
２
部
は

ピ
ア
ノ
１
台
＆
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
２
台
に

よ
る
ユ
ニ
ッ
ト・ス
テ
ー
ジ
で
す
。
ゲ
ス

ト
に
サ
ッ
ク
ス
奏
者
も
加
わ
り
豪
華
な

演
出
と
な
り
ま
す
。
素
敵
な
音
色
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

● 

第
１
部
　
八
谷 

晃
生（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

● 

第
２
部
　
Ａ
ｒ
ｃ
ｏ
Ｉ
ｒ
ｉ
ｓ

（
八
谷 

晃
生
と
２
人
の
女
性
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
）

● 

ゲ
ス
ト
出
演
　

大
坪 

俊
樹（
サ
ッ
ク
ス
奏
者
）

 

12
月
14
日（
日
）

 

午
後
１
時
30
分（
午
後
１
時
開
場
）

 

大
和
ふ
る
さ
と
会
館 

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

● 

定
員
　
１
６
０
席

チ
ケ
ッ
ト
代
　
１
席
２
，5
０
０
円

（
中
学
生
以
下
１
，０
０
０
円
）

※ 

ド
リ
ン
ク・
オ
ー
ド
ブ
ル
が
出
る
パ
ー

テ
ィ
ー
形
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

ま
ほ
ろ
ば
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会（
大
和
ふ
る
さ
と
会
館
内
）

☎
48
‐
２
９
２
１

令
和
7
年
12
月
1
日
よ
り
山
梨
県
最

低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

改
定
後
の
金
額
は
1
時
間
1
︐0
5
2

円
で
す
。

※
詳
細
は
、山
梨
労
働
局
賃
金
室
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

山
梨
労
働
局
賃
金
室

　 

☎
0
5
5
‐
2
2
5
‐
2
8
5
4

山
梨
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

相

　談

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

29 28令 和 7 年 1 2 月広 報 こうしゅう



要
申
込
・
無 

料

＋（
プ
ラ
ス
） 

ア
ク
テ
ィ
ブ
教
室

 

寒
い
季
節
と
な
り
、動
く
こ
と
が
億
劫
に

な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
健
康
の
維
持・

増
進
の
た
め
に
自
分
に
あ
っ
た
身
体
活

動
量
を
知
り
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で「
＋
ア

ク
テ
ィ
ブ
」し
て
み
ま
せ
ん
か
。
教
室
に

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、集
団
で
の
教
室
終

了
後
も
塩
山
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

の
運
動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、個
別
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

● 

日
時

 

Ａ
グ
ル
ー
プ

　 

第
１
回
　
１
月
７
日（
水
）

　 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　 

第
２
回
　
１
月
21
日（
水
）

　 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

 

Ｂ
グ
ル
ー
プ

　 

第
１
回
　
１
月
15
日（
木
）

　 

午
後
1
時
30
分
～
3
時

　 

第
２
回
　

1
月
29
日（
木
）

　 

午
後
1
時
30
分
～
3
時

 

塩
山
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

 

市
内
在
住
で
健
康
の
た
め
の
取
り
組
み

を
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
方

● 

定
員
　
各
グ
ル
ー
プ
　
10
名

 

各
グ
ル
ー
プ
の
締
め
切
り（
A
グ
ル
ー
プ

…
12
月
22
日（
月
）、B
グ
ル
ー
プ
…
1
月

6
日（
火
））ま
で
に
電
話
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
担
当

　 

☎
33
‐
7
8
1
2

要
申
込
・
無 

料

甲
州
市
お
も
て
な
し
ガ
イ
ド

養
成
講
座

 

市
が
誇
る
名
所
、歴
史
、文
化
、自
然
な
ど

の
魅
力
に
つ
い
て
、観
光
客
に
ガ
イ
ド
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
養
成
す
る
た
め
、

講
座
を
開
講
し
ま
す
。

◎ 

第
１
回 

甲
州
市
の
文
化
財
に
つ
い
て
学

ぶ 
 

12
月
5
日（
金
）

 

午
後
7
時
～
8
時
30
分

　 （
午
後
6
時
30
分
受
付
開
始
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

2
階 

第
3
会
議
室

● 

講
師
　
萩
原 

麻
由 

氏

　 （
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当 

学
芸
員
）

● 

定
員
　
40
名（
先
着
順
）

◎ 

第
２
回 

日
本
遺
産「
日
本
ワ
イ
ン

1
4
0
年
史
～
国
産
ブ
ド
ウ
で
醸
造
す

る
和
文
化
の
結
晶
～
」の
構
成
文
化
財
を

巡
る

 

12
月
8
日（
月
）

 

午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

　 （
午
前
9
時
30
分
受
付
開
始
）

 

宮
光
園

● 

講
師
　
勝
沼
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

◎ 

第
３
回 

近
代
化
産
業
遺
産
群 

大
日
影
ト

ン
ネ
ル
遊
歩
道
を
歩
い
て
学
ぶ
歴
史
の

つ
な
が
り

 

12
月
17
日（
水
）

 

午
後
0
時
30
分
～
4
時

　 （
正
午
受
付
開
始
）

 

甲
州
市
役
所
勝
沼
支
所

● 

講
師
　
勝
沼
フ
ッ
ト
パ
ス
の
会

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

◎ 

第
４
回 

武
田
家
の
聖
地
で
学
ぶ
甲
州
市

と
武
田
家
の
歴
史

 

1
月
30
日（
金
）

 

午
後
1
時
～
3
時

　 （
午
後
0
時
30
分
受
付
開
始
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

● 

講
師
　
海
老
沼 

真
治 

氏

　（
山
梨
県
立
博
物
館 

学
芸
員
）

● 

40
名（
先
着
順
）

◎ 

第
５
回 

峡
東
地
域
世
界
農
業
遺
産
を
知

る

 

2
月
4
日（
水
）

 

午
後
7
時
～
8
時
30
分

　 （
午
後
6
時
30
分
受
付
開
始
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

● 

講
師
　
中
村 

正
樹 

氏

　 

（
峡
東
地
域
世
界
農
業
遺
産
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

● 

定
員
　
40
名（
先
着
順
）

◎ 

第
６
回 

甘
草
屋
敷
の
歴
史
と
ひ
な
飾
り

 

2
月
13
日（
金
）

 

午
後
1
時
30
分
～
4
時

　 （
午
後
1
時
受
付
開
始
）

 

旧
高
野
家
住
宅（
甘
草
屋
敷
）

● 

講
師
　
N
P
O
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

観
光
ガ
イ
ド
に
興
味
が
あ
り
、活
動
し
て

い
た
だ
け
る
方
、甲
州
市
の
歴
史
、文
化

等
に
つ
い
て
学
び
た
い
方

 

各
回
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る「
受
講
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、

F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
し

込
み
さ
れ
た
方
に
は
後
日
詳
細
を
通
知

し
ま
す
。

 

観
光
商
工
課 

企
画・交
流
担
当

　 

☎
32
‐
1
0
0
0

　 

32
‐
5
1
7
4

　 
kankou@

city.koshu.lg.jp

要
申
込

市
民
教
養
講
座「
数
字
と
色
の
ア
ー
ト
　

糸
か
け
教
室（
リ
ズ
ム
か
け
編
）」

 

大
変
縁
起
の
良
い
象
徴
と
さ
れ
て
い
る

『
鳳
凰
』を
モ
チ
ー
フ
に
、羽
を
大
き
く
広

げ
た
よ
う
な
優
雅
な
幾
何
学
模
様
の
作

品
に
挑
戦
し
ま
す
。

※ 

初
心
者
の
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

１
月
23
日（
金
）

 

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

　 （
午
後
６
時
15
分
受
付
開
始
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

大
会
議
室

 

２
，０
０
０
円

● 

定
員
　
16
名（
先
着
順
）

 

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
方

● 

講
師
　
天
本 

聖
美 

氏（L’Aube

）

 

シ
ニ
ア
グ
ラ
ス（
必
要
な
方
の
み
）

 

12
月
６
日（
土
）午
前
９
時
～
令
和
８

年
１
月
８
日（
木
）午
後
５
時
ま
で
に
、

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム（
24
時
間
受
付
）ま

た
は
電
話（
土
･
日
･
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

講
座
の
様
子
は
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当

　 

☎
32
‐
5
0
9
7

講
座
・
教
室

要
申
込
・
無 
料

【
ス
マ
ホ
教
室
】基
礎
編

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
操
作
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　 

甲
州
市
高
齢
者
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入

費
補
助
事
業
対
象
講
座
で
す
。

◎ 

ス
マ
ホ
の
基
礎
知
識
、音
声
検
索
、カ
メ

ラ
の
操
作
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
紹
介

 

12
月
16
日（
火
）

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

3
階 

第
1
研
修
室

● 

講
師
　
株
式
会
社
フ
ォ
ネ
ッ
ト
社
員

● 

定
員
　
８
名
程
度

 

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
貸
出
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
土
･
日
･
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
）

 

総
務
課 

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当

　 

☎
32
‐
2
1
1
1（
内
線
2
3
9
1
）

 

要
申
込
・
無 

料

県
央
ね
っ
と
や
ま
な
し
主
催

「
フ
ラ
ン
ス
文
化
講
座
」開
催

 

フ
ラ
ン
ス
出
身
の
甲
府
市
国
際
交
流
委

員
フ
ァ
ニ
ー・オ
ラ
ン
ジ
ュ
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
文
化
の
違

い
や
、フ
ラ
ン
ス
人
と
日
本
人
の
考
え
方

の
違
い
を
は
じ
め
、「
国
際
人
に
な
る
に

は
」と
い
っ
た
国
際
感
覚
の
醸
成
に
繋
が

る
よ
う
な
テ
ー
マ
の
も
と
、楽
し
み
な
が

ら
異
文
化
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

 

令
和
８
年
１
月
28
日（
水
）

 
午
後
２
時
～
４
時

　 （
午
後
1
時
30
分
受
付
開
始
）

 
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー 

視
聴
覚
室

 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

● 

定
員
　
50
名

 

１
月
20
日（
火
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

締
め
切
り
を
過
ぎ
て
も
、定
員
に
余
裕
が

あ
る
場
合
は
受
付
し
ま
す
の
で
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

　 

☎
32
‐
5
5
8
3

要
申
込
・
無 

料

ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

養
成
講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

 

ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
は
、赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ

な
こ
ど
も
が
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、親
の

気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
育
児
や
家

事
を
一
緒
に
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　 

地
域
の
子
育
て
家
族
に
笑
顔
を
届
け
る

ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
の
活
動
に
あ
な
た
も

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　 

ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
養
成
講
座
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
安
心
安
全
に
訪
問

活
動
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
必
要
な

内
容
が
充
実
し
た
講
座
で
す
。

● 

日
時
　

 

1
月
16
日（
金
）

　 

午
前
10
時
～
午
後
2
時
40
分

 

1
月
23
日（
金
）

　 

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

 

1
月
30
日（
金
）

　 

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

 

2
月
6
日（
金
）

　 

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時

 

2
月
20
日（
金
）

　 

午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時

 

2
月
27
日（
金
）

　 

午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時

 
甲
州
市
民
文
化
会
館 

３
階 

第
２
研
修
室

 
次
の
①
～
③
の
要
件
を
満
た
す
方

① 
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
で
子
育
て

経
験
が
あ
る
方
、子
ど
も
に
関
わ
る
活
動

や
仕
事
に
携
わ
っ
た
経
験
の
あ
る
方

② 

全
6
日
間
の
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
養
成
講

座
に
参
加
で
き
る
方

③ 

講
座
終
了
後
に
訪
問
活
動
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方

※ 

資
格
や
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

 

電
話
、メ
ー
ル
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト・あ
っ
ぷ
る
甲
州

　 （
N
P
O
法
人
す
て
っ
ぷ・あ
っ
ぷ
る
）

　 

☎
0
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hs.apple.koshu@
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ail.com

移住支援ポータルサイト「甲州らいふ」掲載事業者様大募集!
　甲州市の地域情報や魅力を発信している「甲州らいふ」に掲載させていただける市内の飲
食店・宿泊施設等を募集します。リンク掲載になりますので、独自のHPやSNS等があり適宜
更新されている事業者様に限らせていただきます。
　市外からのお客様がご利用可能で市の魅力発信に繋がるような業態であれば原則として
業種は問いません。また、掲載に係る費用は無料です。
　掲載を希望される方は下記のメールアドレスにリンク先のアドレスを貼付し、タイトルを
「甲州らいふ掲載希望」としてご連絡ください。追って担当からご連絡させていただきます。
　皆様の事業のひとつひとつが地域情報であり魅力にもなります。
　たくさんのご応募お待ちしています。

 政策秘書課 地域未来戦略担当 ☎32-5037
　 iju@city.koshu.yamanashi.jp

申込みは
こちら

申込みは
こちら
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令和8年「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」
について

日 時 　令和8年1月11日（日）

受 付 　午後0時30分～　　 開 式 　午後1時30分

会 場 　甲州市民文化会館 ホール（塩山上塩後240）

対象者 　平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれの方（2005年4月2日～2006年4月1日）
※天候等の状況により、内容の変更または中止となる場合があります。

　令和8年「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」を次のとおり開催します。対象者の皆さまに
は、はがきによる案内状を送っています。案内状が届いていない方は下記ま
でご連絡ください。

今の気持ちや将来に向けてのメッセージ、夢や希望などを案内状に記載し
てある二次元コードから送信してください。

締切 12月12日（金）

2
はたち

0歳の出
たびだち

発のしおりに掲載するメッセージを募集しています！

 甲州市教育委員会 生涯学習課 社会教育担当　☎32-5097　 32-5172

　塩山下於曽のケカチ遺跡から出土した和歌刻書土器が10月27日付
けで、山梨県指定文化財（考古資料）となりました。
　和歌刻書土器は、和歌が仮名文字で一首書かれた平安時代の土器で
す。都（平安京）で成立してまもない仮名文字が地方に伝わったこと
を示す貴重な資料で、国司の離任に際して、在地の有力者に贈られた
特注品と考えられ、平安時代の国風文化を地方で体現した国内唯一の
文化財です。

展示会のお知らせ
令和7年度新指定文化財お披露目展
－土器に刻まれた古代甲斐のアートと文学－
藤村記念館	 12月9日（火）〜21日（日）
山梨県立考古博物館	 令和8年1月2日（金）〜25日（日）
詳細は、山梨県、市のホームページをご覧ください。
※甲州市での展示は市役所本庁舎で11月14日〜28日に開催しました。

祝!
和歌刻書土器が
山梨県の文化財に指定されました

要
申
込
・
無 

料

～
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
～

「
ボ
イ
ト
レ
」講
座
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ロ
の
声
楽
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に
よ
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で
発
声・呼
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法
を
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び
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唱
力
ア
ッ
プ
。
仲
間
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歌
う
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さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
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水
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30
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州
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大
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順
）
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内
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住
者
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勤
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（
小
学
３
年
生
以
下
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は
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護
者
の
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伴
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要
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す
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田
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楽
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宰
）
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物
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す
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服
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話
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。
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代
的
課
題
講
座（
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
）

「
こ
こ
ろ
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健
康
講
座

～
ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な
向
き
合
い
方
～
」
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ト
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し
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切
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え
や
上
手
な
気
分
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ど

ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
の
対
処
方
法
を
学

び
、こ
こ
ろ
の
健
康
の
維
持
増
進
を
図
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先

甘草屋敷子ども図書館 第84回企画展

『おみせの蔵』
期　間  1月25日（日）まで

お店屋さん、お買い物をテーマにした絵本の展示と
ごっこ遊びができる手作りグッズを用意しました。
本を借りると福引もできます。

日　時  1月10日（土）午後2時～3時50分

 『マダガスカル』
 11日（日）午後2時～4時

 『ジュラシックワールド』
場　所  勝沼図書館 視聴覚室

※会場入り口にて受付をします。小学生以下は保護者同伴
でお願いします。

勝沼図書館

 新春映画会  申込不要

勝沼図書館・塩山図書館×市民課市民協働推進担当

館内展示『パートナーシップ制度』
期　間  11月29日（土）～12月27日（土）

市民課市民協働推進担当と協力のもとコラボ展示
を行います。

勝沼図書館 プチセミナー＆ワークショップ

『UFO/UAP 天吊りおろしpart.2』
日　時  12月14日（日）午後1時30分～ 

会　場  勝沼図書館 視聴覚室
定　員  15名 
申込み  11月22日（土）～ 勝沼図書館まで

持ち物  持ち帰り用袋、水筒
UFO/UAPの プ チ セ ミ ナ ー とUFOの 工 作 ワ ー ク
ショップです。

※市外からお取り寄せの資料は開館時に借りた館のカウンターへの返却をお願いします。
※休館中の本の返却はブックポストへお願いします。AV資料等破損しやすい資料は開館後のカウンターでの返却をお願いします。
　（できるだけ開館時の返却にご協力ください。また、甘草屋敷子ども図書館には返却ポストはありませんのでご了承ください。）

市内4図書館年末年始休館のお知らせ

図書館では木曜日10時30分から乳幼児向けのおは
なし会を行っています。
●第1木曜 絵本くらぶちびっこおはなし会

会　場  甘草屋敷子ども図書館
●第2木曜かるがもおはなし会

会　場  大和図書館
●第3木曜おはなしぷーさん

会　場  勝沼図書館
●第4木曜きしゃぽっぽ 

会　場  塩山図書館 
読み聞かせだけでなく、手遊びやわらべうた、パネ
ルシアターなども行います。お申込みは不要です。

市内定例おはなし会

市内図書館「本の福袋」貸出し

新春は図書館詣でへ！恒例の福袋貸し出し開催します。「テーマ」に沿って職
員が本を選び本の福袋を作ります。どんな本が入っているかは借りてからの
お楽しみです。普段自分では選ばない本たちと出合うチャンスです。 今年も
福のこもった特製おみやげ付きです。お楽しみに！各館、福袋がなくなり次第
終了です。数に限りがありますので、お早めにお出かけください。 写真は昨年の様子

Y A M A N A S H I  P O L I C E

優良建設工事・優良建設工事技術者を表彰
　令和6年度に完成した市発注工事で、高度な技術力を用いて他の模範となる工事を施工した事業所および技術
者の方々を10月28日に表彰しました。受賞した方々は次のとおりです。（順不同・敬称略）

〈 優良工事業者 〉
●土木部門	 （株）廣川工業所（1工事）、植野興業（株）（1工事）、（株）飯島工事（1工事）、（株）大和工務店（1工事）
●建築部門	 植野興業・石川工務所甲州市立塩山中学校大規模改造工事（建築主体工事）共同企業体（1工事）、
	 （株）東栄（1工事）、（株）高野建設（1工事）
●舗装部門	 昭和建設（株）（1工事）
●設備部門	 第一設備（株）（1工事）

〈 優良技術者 〉
住吉　利信（（株）廣川工業所）
廣瀬　和也（植野興業（株））
石原　千幹（（株）石川工務所）
奥平　博文（（株）東栄）
宮久保　新治（（株）高野建設）
竹居　千尋（第一設備（株））

INFORMATION ☎22-0110日下部警察署

 上下水道課　☎32-5077

もし凍結してしまったら…
●水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道

工事業者に修理を依頼してください。（工事業者一
覧表は、市ホームページをご覧ください） 

屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水
道管を保温しましょう。
メーターボックス内に保温材（布切れや発泡スチ
ロールを濡れないようにビニール袋に入れたも
の）を詰めて、メーター器を保温しましょう。
長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水
道管の中の水を抜きましょう。
対策ができないときは、少量の水を出すことで凍
結防止ができます。（水量に応じて水道料金も増加
しますので、ご注意ください）

凍結させないために…

年末年始の
交通事故防止県民運動の実施
年末の交通事故防止県民運動が 
12月1日（月）～31日（水）までの31日間
実施されます。
　この運動は、県民一人ひとりが、交通ルールの遵
守と正しい交通マナーの実践を徹底して、交通事
故を防止することを目的としています。
　年末は、道路の混雑が予想されることや、通勤
（学）時間帯と薄暮時間帯が重なることなどから、
歩行者事故を中心に、交通事故が増加する傾向に
ありますので、歩行者の方は反射材を着用し、ドラ
イバーに自分の存在をしっかり知らせましょう。
　皆さん、交通ルールの遵守と正しいマナーを実
践し、安全・安心な交通社会の実現を目指しましょ
う。
　12月中の「早めのライト点灯」の目安時間は、
午後4時です。
○ライト点灯目安時間

12月：午後4時
1月：午後4時30分

凍結から水道管を
守りましょう!

熱湯をかけると、水道管が破損する危険あり!

12月28日（日）～1月4日（日）塩山・甘草

12月28日（日）～1月5日（月）勝沼・大和

※甘草屋敷子ども図書館は9時30分から令和8年1月5日（月）午前10時から塩山図書館

令和8年1月6日（火）午前10時から勝沼図書館・大和図書館
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秋を彩る伝統の風景
甘草屋敷に広がる ころ柿のカーテン
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No.242
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No.242

 塩山南児童センター　☎33-7900
 塩山北児童センター　☎33-7800
 東雲ふれあい親子館　☎44-3723

みんなでクリスマス工作をしましょう！
各館にてクリスマスの工作あそびを行います。ツリーやリースなど各
館で違う工作をしますので、三館すべてにお出かけしてみてはいかが
ですか。たくさんの親子のご参加をお待ちしています。

※お誕生日イベントも常時開催しています。（予約不要）
　各館で手形ができるので、お子さんの成長記録にぜひご利用ください。
　プレゼントも用意しています！12月お誕生日のお友だち、集まれ!!
※詳細は、各館にお問い合わせください。

期　　　　間　 12月8日（月）～19日（金）
開　館　時　間　午前9時30分～午後1時30分
※参加費無料。材料がなくなり次第終了です。
利　用　対　象　未就学の子どもとその保護者

甲
州
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

甲
州
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

親
子
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ン
ト
情
報

親
子
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

〒404-8501 山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　☎0553-32-2111　℻0553-32-1818　ホームページアドレス／https://www.city.koshu.yamanashi.jp　メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp
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人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業99年昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有
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 観光商工課ワイン・商工振興担当　☎32-5091

 総務課 デジタル推進担当　☎32-2111（内線2391）

 市民課 市民協働推進担当　☎32-5583

　観光客の2次交通として使用されている。レンタサイクル「ぐるりん」
の使用料金を12月1日より改定します。

マイナポータル、e-Tax（イータックス）、の利用方法などを学べるスマホ教室です。
日時　12月12日（金） 1 午前9時30分～10時30分 2 午前11時～正午
内容　 1 マイナポータルを活用しよう
　　　 2 マイナンバーカードを健康保険証として利用しよう
会場　市役所本庁舎 2階 第二会議室
日時　12月15日（月） 1 午後１時30分～２時30分 2 午後3時～4時
内容　 1 マイナンバーカードを健康保険証として利用しよう、公金受取口座の登

録をしよう　 2 スマートフォンで確定申告（e-Tax）をしよう
会場　市役所本庁舎 1階 市民ギャラリー
講師　ソフトバンク(株)社員　　各回定員　3名程度
持ち物　スマートフォン、マイナンバーカード
右の二次元コードからお申し込みください。

要申込・無料

　この運動は、交通量の増加に伴う道路の渋滞や心理的な慌ただしさ、
飲酒の機会が増えるなど、様々な要因が重なり合って交通事故が発生
しやすくなる年末の時期において、県民一人ひとりに交通ルールの遵
守と正しい交通マナーの実践を促し、交通事故の防止を図ることを目
的としています。
　全国では、1日に7人もの尊い命が失われています。「守るのはマナー
と家族と君の明日」をスローガンに交通事故をなくしましょう。

レンタサイクル「ぐるりん」料金改定について

【スマホ教室】応用編（総務省デジタル活用支援推進事業）

令和7年度「年末の交通事故防止県民運動」実施中!

有
料
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時間ごと 　最初の30分・利用30分超過ごと
現行 100円 ▶ 改定後 165円

1日券 　現行 1,010円 ▶ 改定後 1,650円
1.5日券 　現行 1,520円 ▶ 廃止
2日券 　新規 3,300円

子どもから大人までど
なたでもOK! 記念に素
敵なスマイルを掲載し
てみませんか？

甲州市に
あふれる笑

スマイル

顔
大募集！

みんなの

スマイル
s m i l e *

生まれてきてくれてありがとう！
仲良く元気に大きくなってね！

（三輪 梨津ちゃん、藍ちゃん・上粟生野）

 政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎32-5063

1212月月11日（月）～日（月）～3131日（水）日（水）実施期間

1 飲酒運転の根絶

2 高齢者の交通事故防止

3 夕暮れ時以降の早めのライト点灯と
　反射材用品着用の推進

重点目標


